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有明山（信濃富士）を仰ぎ見る　－平成 23 年元旦－
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Ｑ　

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事

業
で
８
０
０
万
円
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

ド
ラ
「
お
ひ
さ
ま
」
の
振
興
関

連
団
体
補
助
金
と
計
上
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
内
容
と
期
待
さ
れ

る
効
果
は
。

Ａ　

広
報
宣
伝
費
用
と
し
て
計

上
し
た
。
千
載
一
遇
の
機
会
で

あ
り
、
観
光
振
興
、
産
業
振
興

に
生
か
し
た
い
。
推
進
協
議
会

を
発
足
、
商
工
会
、
観
光
協
会

を
含
め
た
中
で
事
業
計
画
を
た

て
、
財
政
当
局
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
７
０

０
０
万
円
に
つ
い
て
。
こ
の
交

付
金
事
業
は
今
回
こ
れ
で
最
後

な
の
か
。

Ａ　

こ
の
交
付
金
事
業
は
こ
れ

ま
で
の
補
助
事
業
と
異
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
と
組
み
合
わ

せ
る
中
で
短
期
間
に
効
果
を
上

げ
る
た
め
の
交
付
金
で
あ
り
、

一
定
地
区
の
都
市
再
生
整
備
計

画
を
策
定
、
最
長
5
年
間
の
事

業
で
あ
る
。

Ｑ　

県
の
支
出
金
の
施
設
開
設

準
備
経
費
等
の
補
助
金
の
増
額

に
つ
い
て
。

Ａ　

認
知
症
対
応
型
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
開
設
準
備

活
動
を
援
助
す
る
た
め
の
補
助

金
で
あ
る
。

Ｑ　

障
害
者
自
立
支
援
対
策
臨

時
特
例
交
付
金
特
別
対
策
事
業

の
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
。

Ａ　
「
豊
科
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
家

族
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
た
め
の
事
業
費
と
、
県
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
や
西
駒
郷
等
の

障
害
者
入
所
者
分
の
運
営
費
と

し
て
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
。

障
害
者
自
立
支
援
が
新
体
系
に

移
行
し
た
た
め
、
差
額
が
加
算

交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

債
権
放
棄
に
つ
い
て
の
理

由
を
も
っ
と
明
確
に
。
ま
た
債

権
放
棄
後
、
安
曇
野
菜
園
の
再

建
は
可
能
か
。

Ａ　

経
営
不
振
が
著
し
く
、
納

付
金
（
施
設
使
用
料
）
の
徴
収

の
見
込
み
が
立
た
ず
、
三
セ
ク

安
曇
野
菜
園
継
続
は
不
可
能
と

判
断
。
市
民
負
担
を
で
き
る
限

り
軽
減
し
な
が
ら
ト
マ
ト
栽
培

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
、
菜
園
に
替
わ
っ
て
指
定
管

理
者
と
し
て
、
信
頼
で
き
る
農

業
生
産
法
人
に
事
業
の
継
承
を

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

放
棄
す
る
債
権
の
金
額
は

ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　

菜
園
の
累
積
赤
字
3
億
９

０
０
０
万
円
の
内
3
億
１
４
１

４
万
円
が
市
へ
の
未
納
金
。
こ

れ
を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
農
業

法
人
等
へ
引
継
ぎ
が
で
き
る
と

信
ず
る
。

Ｑ　

現
状
の
使
用
料
は
適
切
と

は
い
え
な
い
賃
貸
借
契
約
で
定

め
て
い
る
。
今
後
こ
の
契
約
を

ど
の
よ
う
に
し
て
債
権
放
棄
に

つ
な
げ
る
の
か
。

Ａ　

賃
貸
借
契
約
の
様
式
は
こ

こ
ま
で
と
し
、
債
権
放
棄
し
た

後
に
過
去
の
使
用
料（
納
付
金
）

3
億
１
４
１
４
万
円
を
免
除
す

る
。
そ
の
後
は
契
約
を
協
定
に

変
更
し
、
今
後
の
使
用
料
と
し

て
の
納
付
金
は
徴
収
し
な
い
方

針
で
あ
る
。

Ｑ　

議
会
の
調
査
報
告
で
は

「
経
営
責
任
の
明
確
化
」
を
答

申
。
起
業
責
任
者
で
あ
る
元
三

郷
村
長
、
前
市
長
の
責
任
を
問

う
声
は
大
き
い
。
住
民
の
納
得

の
い
く
説
明
を
。

Ａ　

経
営
の
経
過
、
実
態
は
行

政
と
し
て
大
き
な
反
省
点
で
あ

る
。
菜
園
の
経
営
譲
渡
、
清
算

過
程
に
お
い
て
、
様
々
な
責
任

が
問
わ
れ
る
と
思
う
が
、
個
々

の
責
任
論
に
つ
い
て
こ
の
場
で

論
ず
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

反　

対

○
こ
の
事
業
は
ト
マ
ト
の
生

産
・
栽
培
そ
の
も
の
に
問
題
が

あ
っ
た
。
そ
の
対
応
責
任
問
題

に
お
い
て
、
債
権
放
棄
の
選
択

は
正
し
く
な
い
。

○
菜
園
の
所
有
地
に
「
根
抵
当

権
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
等
、

後
か
ら
次
々
と
問
題
が
出
て
く

る
現
状
で
は
、
き
ち
ん
と
責
任

の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

な
く
、
債
権
放
棄
や
財
政
支
援

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛　

成

○
最
終
的
に
責
任
問
題
は
回
避

で
き
な
い
が
、
喫
緊
の
問
題
と

し
て
税
負
担
の
少
な
い
道
の
選

択
に
賛
成
す
る
。

○
事
業
は
失
敗
で
あ
っ
た
と
い

う
現
実
を
踏
ま
え
、
次
の
新
た

な
道
筋
を
つ
け
る
た
め
に
債
権

放
棄
は
必
要
不
可
欠
。
一
刻
も

早
い
民
間
譲
渡
が
必
要
と
す
る

市
の
方
針
に
賛
成
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
関
す
る
質
疑

債
権
放
棄
の
議
案
に
関
す
る　
　

◆
質　

疑

◆
討　

論

自立支援給付費負担金……………… 2,366 万 4 千円

まちづくり交付金………………………… 7,000 万円

森林造成事業費補助金…………………… 1,800 万円

中小企業振興資金元金…………………… 5,000 万円

障害者支援事業……………………… 7,342 万 2 千円

介護保険対策費……………………… 3,440 万 9 千円

安曇野ブランド推進事業……………… 712 万 6 千円

まちづくり交付金事業……………… 5,074 万 9 千円

平成22年度安曇野市一般会計補正予算（第3号）概要

平成 22 年安曇野市議会 12 月定例会は 11 月 30 日開会し、会期 23 日間をもって
12 月 22 日に閉会しました。この間、市長提出議案など 26 件が審議されました。

12 月定例会で 決まりました

補正予算額歳入歳出それぞれ3億9,200万円追加し、補正後の予算額は358億
5,300万円となる

議案第 127 号 債権の放棄について　賛成多数により可決

トマト栽培施設使用料３億 1,414 万円

債権の放棄について市長の説明～市長行政報告（平成 22 年 12 月定例会）より
　安曇野市が出資する第三セクター・安曇野菜園の経営については、関係のみなさんの努力で７期にて 224 万
5,000 円の黒字を見たが、8月の東京高等裁判所の判決以降、一時的な運転資金の融資も望めない状況にあり、
依然として厳しい経営環境を余儀なくされている。トマト栽培事業自体は公益性のある事業だが、経営について
は失敗であったと考える。しかし、現状のまま推移して菜園が万が一にも破綻すれば、一気に大きな負担が市に
迫られる危険がある。今こそ緊急に、できる限りの市民負担を軽減するための方策が求められていると考える。
そこでこのたび安曇野菜園からの市に対する納付金（施設使用料）について、債権の放棄を提案するものである。

＊関連記事が 12、15、19、20 の各ページにあります＊

主な歳入

主な歳出

市 は 債 権 放 棄 へ

障害者支援事業施設「豊科たんぽぽ」
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平成22年安曇野市議会12月定例会審議結果

市長提出議案

議案番号 件名 結果

報告第37号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について） 受理

報告第38号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について 受理

報告第 39号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について 受理

議案第113号 長期継続契約を締結することができる契約を定め
る条例 原案可決

議案第114号 安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の
一部を改正する条例 原案可決

議案第115号
安曇野市一般職の職員の給与に関する条例及び安
曇野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例

原案可決

議案第116号
安曇野市農業委員会の選挙による委員定数並びに
選挙区の設定及び各選挙区において選挙すべき委
員の定数に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第117号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第118号 安曇野市図書館条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第119号 安曇野市穂高交流学習センター条例の一部を改正
する条例 原案可決

議案第120号 平成22年度安曇野市一般会計補正予算（第3号） 原案可決

議案第121号 平成22年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予
算（第2号） 原案可決

議案第122号 平成22年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第3号） 原案可決

議案第123号 平成22年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算
（第2号） 原案可決

議案第124号 平成22年度安曇野市水道事業会計補正予算（第2
号） 原案可決

議案第125号 市道の認定について 原案可決

議案第126号 安曇野市消防団小型動力ポンプ付積載車購入（第
13分団）に係る売買契約について 原案可決

議案第127号 債権の放棄について 原案可決

議案第128号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて 適任

議案第129号 安曇野市北部学校給食センター建設事業建築主体
工事請負契約について 原案可決

議案第130号 安曇野市北部学校給食センター建設事業機械設備
工事請負契約について 原案可決

請願

受理番号 件名 結果

請願第14号
地方自治体において明確にされた住民意思を尊
重し国家政策に反映することを日本政府に求め
る意見書提出に関する請願書

継続審査

請願第15号 ＴＰＰ参加に反対する請願 継続審査

請願第16号 米価の大暴落に歯止めをかけるための請願 継続審査

請願第17号 野外保育園（森のようちえん）に対する補助を求め
る請願書 継続審査

議員提出議案

議案番号 件名 結果

議員提出　
　第16号 議員派遣について 原案可決

市長提出議案

議案番号 件名 結果

報告第１号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について 受理

報告第２号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について 受理

報告第３号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について 受理

報告第４号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について 受理

議案第１号 平成22年度安曇野市一般会計補正予算（第4号） 原案可決

議案第２号 調停を成立させることについて 原案可決

人事案件
○藤原和子氏の人権擁護委員の推薦について適任とした。
（任期　平成 23 年 4 月１日から 3年）

12 月定例会　議案審議（抜粋）

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例

　

原
案
通
り
可
決

◆
質　

疑　

長
期
継
続
契
約
の
利
点
は
な
に

か
。
債
務
負
担
行
為
と
の
相
違
は
な
に
か
。

◆
答　

弁　

こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
り
、
債
務

負
担
行
為
に
よ
ら
ず
5
年
、
最
長
6
年
と
い
う

契
約
が
締
結
で
き
、
毎
年
契
約
を
す
る
必
要
が

無
く
な
り
、
事
務
の
軽
減
が
で
き
る
。
ま
た
、

役
務
の
提
供
に
つ
い
て
は
3
月
議
会
で
新
年
度

の
予
算
議
決
前
に
、
議
決
を
条
件
と
し
て
入
札

が
で
き
、
4
月
１
日
か
ら
の
業
務
開
始
に
適
正

な
準
備
期
間
を
設
け
る
事
が
で
き
る
。

債
務
負
担
行
為
は
年
度
に
ま
た
が
る
財
政
支
出

を
約
束
す
る
も
の
で
、
２
０
０
０
万
円
を
超
え

る
契
約
が
対
象
と
な
る
。

　

長
期
継
続
契
約
と
は
、
２
０
０
０
万
円
未
満
の
も
の
で
物
品
の
賃
貸
借
契
約
（
6
年
以
内
）

お
よ
び
役
務
の
提
供
（
5
年
以
内
）
を
対
象
と
す
る
契
約
の
こ
と
。

安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部を改
正する条例

安曇野市一般職の職員の給与に関する条例及び安曇野市一般
職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

原案通り可決
　12 月期末手当の支給率の引き下げにより、一般職で 7,060
万円、議員で 210 万円を減額した。

安曇野市農業委員会の選挙による委員定数並びに選挙区の設
定及び各選挙区において選挙すべき委員の定数に関する条例
の一部を改正する条例

原案通り可決
　条例の名称を「安曇野市農業委員会に関する条例」に改める。
主な改正点は、委員の定数と選挙区についてである。
団体推薦に係る委員のうち
長野県拾ヶ堰土地改良区か
らの委員推薦をやめ、土地改
良区全体から委員を推薦する。

請
願
４
件
は 

す
べ
て
継
続
審
査
に

請願第 14 号　地方自治体において明確にされた住民意思を尊重し
　　　　　　　国家政策に反映することを日本政府に求める意見書提出に関する請願書
9 月定例会に続き継続審査となる（総務委員会）。

請願第 15 号　ＴＰＰ参加に反対する請願
参加国間のすべての生産品目の関税が例外なく撤廃されるこの協定は、日本農業にとっ
て農水省試算でも壊滅的な打撃を受けるということで、強く反対する意見書を国に提出
することを求めた請願。
内容調査のため継続審査となる（環境経済委員会）。

請願第 16 号　米価の大暴落に歯止めをかけるための請願
米価の下落防止のため国に 40 万トンの緊急買い入れを求める請願。
研究が必要なため継続審査となる（環境経済委員会）。

請願第 17 号　野外保育園（森のようちえん）に対する補助を求める請願書
①野外保育園を安曇野市特認幼稚園として認可。②保護者負担軽減のため補助。
③職員の研修費の補助。④安曇野市の施設を使用する場合使用料の減免措置。以上 4点
について請願。
あらゆる角度から調査研究し判断するため継続審査となる（福祉教育委員会）。

〈安曇野市北部学校給食センター完成予想図〉
穂高学校給食センターが築 26 年以上経過し、施設設備及び厨房機器
等が老朽化したため、建て替えを計画。アレルギー調理室、炊飯室を
新たに備え、学校給食衛生管理基準に対応した施設として計画されま
した。また、景観にも配慮し、高さ 10㍍以内、切妻屋根の建物形状
とします。

平成23年安曇野市議会第1回臨時会（1月）審議結果
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問　

宮
澤
市
政
一
年
を
振
り

返
り
、
次
年
度
に
向
け
て
の

決
意
を
伺
う
。

市
長　

選
挙
の
公
約
で
あ

る
、
7
つ
の
ま
ち
づ
く
り
政

策
理
念
と
4
つ
の
課
題
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
な
ど
取
組
ん
で
き
た
。
成

果
は
、
保
育
料
の
見
直
し
、

福
祉
医
療
対
象
者
の
年
齢
引

き
上
げ
、
児
童
ク
ラ
ブ
対
象

児
童
の
拡
大
等
で
あ
る
。
引

き
続
き
7
つ
の
政
策
理
念
を

も
と
に
、
着
実
に
歩
を
進
め

実
銭
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

豊
科
イ
ン
タ
ー
を
安
曇

野
イ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更
し

安
曇
野
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ

を
是
非
と
も
実
現
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

市
長　

市
の
知
名
度
ア
ッ

プ
、さ
ら
に
観
光
振
興
・
観
光

客
の
誘
致
か
ら
も
名
称
変
更

は
大
き
な
期
待
が
持
て
る
。

都
市
建
設
部
長　

変
更
に
つ

い
て
高
速
道
路
株
式
会
社
の

基
本
的
な
考
え
は
、
地
方
行

政
、
議
会
、
経
済
界
等
々
の

合
意
形
成
と
道
路
使
用
者
か

ら
の
意
見
聴
取
な
ど
検
討
調

整
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い

る
。

商
工
観
光
部
長　

経
済
効
果

は
観
光
だ
け
で
な
く
工
業
・

企
業
誘
致
な
ど
に
も
関
連
す

る
。
自
治
体
名
と
一
致
し
た

ほ
う
が
、
所
在
地
が
的
確
に

わ
か
る
。
今
後
大
き
な
情
報

発
信
に
つ
な
が
る
の
で
活
用

し
た
い
。

問　

合
併
時
か
ら
何
人
か
の

議
員
よ
り
要
望
の
あ
る
市
営

野
球
場
建
設
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長　

市
営
球
場
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
子
ど

も
の
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
議
員
か
ら
提
言
が
あ

り
、
建
設
に
当
た
っ
て
は
市

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

た
め
教
育
委
員
会
を
中
心
に

検
討
し
て
き
た
。

押
野
山
の
活
用
は

何
ら
か
の
形
が
必

要
と
思
う
。

教
育
次
長　

前
教

育
次
長
か
ら
引
継

ぎ
、
議
員
の
熱
意

を
感
じ
て
い
る
。

財
政
計
画
、
必
要

性
を
見
極
め
鋭
意

検
討
す
る
。

問
（
黒
岩
宏
成
）　

合
併
6

年
目
と
な
り
、
合
併
特
例
債

計
画
額
３
５
０
億
円
に
対
し

現
在
約
83
億
円
と
抑
制
傾
向

だ
。
財
政
見
直
し
と
公
債
費

（
借
金
）
９
３
３
億
円
の
内

容
を
伺
う
。

市
長　

景
気
低
迷
、
財
政
状

況
の
変
化
で
影
響
が
あ
り
財

政
計
画
を
ま
ず
見
直
す
。

企
画
財
政
部
長　

９
３
３
億

円
の
内
容
は
一
般
会
計
約
３

５
７
億
円
（
内
約
２
７
６
億

円
は
地
方
交
付
税
の
基
準
財

政
需
要
額
に
算
入
）、
水
道

会
計
約
１
２
１
億
円
、
下
水

道
会
計
約
４
５
４
億
円
（
基

金
残
高
は
約
12
億
円
）
で
あ

る
。　

問　

合
併
6
年
目
の
安
曇
野

市
が
、
持
続
可
能
な
自
治
体

の
構
築
を
成
す
為
に
最
も
重

要
な
要
素
と
し
て
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
メ
ジ
メ
ン

ト
は
表
裏
一
体
に
不
可
欠
と

考
え
、
前
市
政
に
於
い
て
も

幾
度
と
無
く
問
い
質
し
て
き

た
が
、
宮
澤
市
長
は
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

行
政
に
於
け
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
そ
れ
が
何

を
意
味
す
る
の
か
と
言
う
明

確
な
定
義
付
け
は
成
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
る
が
、

行
政
の
場
合
民
間
手
法
を
可

能
な
限
り
行
政
現
場
に
導
入

し
、
経
済
性
、
有
効
性
、
効

率
性
の
達
成
を
図
り
、
市
民

の
負
担
に
最
大
の
満
足
を
提

供
す
る
事
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

政
策
決
定
の
手

法
は
、
議
会
や
区

長
会
、
各
種
団
体

の
提
言
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
ま

た
審
議
会
や
委
員

会
等
に
よ
る
答

申
、
意
見
等
を
参

考
に
さ
せ
て
頂

き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
る
意
見
に
も
配
慮
し
最

終
的
に
は
、
民
間
企
業
の
取

締
役
会
に
当
る
市
の
幹
部
会

議
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

自
治
体
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の

対
象
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
と
承
知
し
て
お
り
、
例
え

ば
住
民
生
活
に
係
わ
る
も
の

と
し
て
自
然
災
害
、
公
害
等

の
健
康
被
害
、
環
境
汚
染
、

テ
ロ
、
或
い
は
有
事
に
お
け

る
対
応
等
が
あ
る
し
、
ま
た

組
織
運
営
に
係
わ
る
も
の
と

し
て
は
職
員
の
不
祥
事
、
事

故
、
施
設
・
設
備
、
財
務
、

情
報
、業
務
執
行
等
が
あ
る
。

こ
れ
等
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
に
お
い
て
、
早
く

か
ら
問
題
意
識
を
持
つ
事
に

よ
っ
て
平
時
に
対
策
を
講
ず

る
事
が
、
リ
ス
ク
の
発
生
を

防
ぐ
事
や
発
生
後
の
対
応
や

復
旧
対
策
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】　　

○
総
合
計
画
等
に
う
た
う
人

口
増
と
人
口
減
の
現
実
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て

○
行
財
政
改
革
の
一
翼
を
担

う
本
庁
舎
建
設
実
現
に
5

年
を
要
す
る
が
、
そ
の
間

の
行
革
の
柱
は

○
土
地
利
用
制
度
施
行
に
鑑

み
、
開
発
行
為
と
守
る
べ

き
農
地
、
荒
廃
農
地
に
つ

い
て
等

問　

市
長
は
、
市
政
運
営
に

携
わ
っ
て
一
年
が
経
過
し
た

が
、
そ
の
重
点
施
策
の
成
果

に
つ
い
て
伺
う
。（
市
長
の

詳
細
成
果
は
割
愛
し
た
）

市
長　

喫
緊
課
題
を
含
め
諸

施
策
は
、
一
歩
ず
つ
解
決
に

向
か
っ
て
い
る
。
一
方
、
職

員
の
対
応
が
悪
い
と
い
っ
た

情
報
を
多
く
い
た
だ
き
「
笑

顔
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
が
出

来
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し

て
い
る
。
今
後
も
職
員
教
育

や
意
識
改
革
に
取
組
ん
で
い

く
。

問　

市
民
が
行
政
の
仕
事
が

良
く
解
か
ら
な
い
の
は
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
廻
っ
て

い
る
状
態
が
見
え
な
い
こ
と

と
、
情
報
の
在
り
方
に
問
題

が
あ
る
と
思
う
。
重
点
施
策

に
つ
い
て
の
広
報
特
集
号
を

Ｐ
Ｄ
号
と
Ｃ
Ａ
号
に
分
け
て

年
2
回
発
行
で
き
な
い
か
。

市
長　

広
報
特
集
号
に
つ
い

て
は
、
内
部
で
精
査
し
検
討

す
る
。
今
後
は
、
重
点
施
策

の
在
り
方
お
よ
び
情
報
公
開

を
一
層
進
め
な
が
ら
、
市
民

参
加
の
市
政
、
各
種
団
体
と

の
連
携
や
公
民
館
活
動
の
活

発
化
等
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
各
課
題
に
つ
い

て
は
全
職
員
に
認
識
さ
せ
部

局
を
超
え
た
横
断
的
な
取
り

組
み
を
し
て
い
く
。

問　

満
足
度
の
高
い
連
帯

感
、
一
体
感
の
醸
成
手
段
と

し
て
、
旧
5
町
村
の
地
域
を

超
え
た
区
長
・
地
区
公
民

館
・
小
中
学
校
同
士
で
の
市

民
交
流
会
の
促
進
が
で
き
な

い
か
。

市
長　
「
市
長
と
語
る
会
」

で
、
安
曇
野
検
定
の
話
が
出

さ
れ
た
。
一
体
感
の
醸
成
と

し
て
具
体
化
を
図
る
よ
う
教

育
委
員
会
に
指
示
し
た
。

問　

合
併
特
例
債
の
ソ
フ
ト

面
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

地
域
振
興
の
た
め
の

基
金
造
成
で
、
36
億

８
０
０
０
万
円
中
、

現
在
ま
で
24
億
５
０

０
０
万
円
を
発
行

し
て
い
る
。
今
後
も

区
の
交
付
金
、
環
境

活
動
の
交
付
金
、
地

区
公
民
館
の
運
営
補

助
、
一
体
感
の
醸
成

等
に
使
っ
て
い
く
。

問　

23
年
度
の
予
算
編
成
方

針
を
伺
う
。

市
長　

一
般
財
源
縮
小
の
中

で
、
重
点
目
標
4
項
目
を
掲

げ
継
続
・
新
規
事
業
等
に
柔

軟
に
対
応
す
る
。
そ
の
た
め

に
、
職
員
の
意
識
改
革
と
人

づ
く
り
に
も
積
極
的
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

問　

総
合
支
所
の
在
り
方
の

中
で
、
総
合
支
所
と
公
民
館

が
一
体
に
な
る
構
想
を
伺

う
。

市
長　

総
合
支
所
と
地
域
公

民
館
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
体
制
を
整

え
る
。
組
織
と
し
て
、
市
長

部
局
の
支
所
職
員
が
、
地
域

公
民
館
事
業
を「
補
助
執
行
」

さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

信進クラブ　　高　山　一　栄

平　　浜　　昭　次

しん風会　　小　松　洋　一　郎

危機管理に一役　地域防災訓練の様子

子どもの健全育成と
市民の健康向上に向け体育施設を

宮澤市長のガバナンスと
リスクマネジメントの考え方

市長の市政運営を問う。重点施策のＰＤＣＡ
を廻した情報公開を望む
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問　

23
年
度
当
初
予
算
編
成

の
最
中
で
あ
る
。
予
算
編
成

過
程
を
公
開
し
透
明
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
は
、
市
民
の

声
が
反
映
さ
れ
る
開
か
れ
た

市
政
実
現
の
手
法
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
取
り
組

み
を
伺
う
。

市
長　

公
開
は
、
開
か
れ
た

市
政
、
市
民
の
行
政
参
加
の

手
法
で
あ
り
、
行
政
の
方
向

性
を
市
民
と
一
緒
に
考
え
る

機
会
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

市
長
と
語
る
会
や
来
年
か
ら

実
施
す
る
移
動
市
長
室
等

で
、
市
民
と
の
会
話
を
通
し

て
直
接
市
民
か
ら
の
意
見
や

提
言
を
聞
く
機
会
を
ふ
や
し

た
い
。

問　

事
業
結
果
を
評
価
し
次

期
以
降
の
施
策
に
反
映
さ
せ

る
過
程
の
公
開
に
つ
い
て
、

①
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
行
政
評
価
制
度
の
公
表
等

②
第
１
次
市
総
合
計
画
で
示

さ
れ
た
前
半
5
年
間
の
基
本

計
画
は
中
間
点
に
あ
り
、
満

足
度
等
の
市
民
意
識
調
査
の

実
施
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
財
政
部
長　

①
行
政
評

価
は
、
21
年
度
の
４
２
０
事

業
に
つ
い
て
事
務
事
業
評
価

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
各
部

毎
に
施
策
評
価
を
実
施
し
、

次
年
度
に
向
け
た
部
の
経
営

方
針
と
し
て
、
行
政
経
営
会

議
と
経
営
戦
略
会
議
で
の
審

議
を
経
て
市
の
意
思
決
定
を

し
て
い
る
。
現
在
は
試
行
の

段
階
に
あ
り
、
評
価
の
精
度

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
新

年
度
か
ら
第
三
者
の
外
部
評

価
の
導
入
を
検
討
し
、
市
民

へ
公
表
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
②
25
年
度
か
ら
の
後

期
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
、
住
民
意
識
調
査
を
実
施

す
る
等
、
23
年
度
よ
り
準
備

を
始
め
た
い
。

問　

本
庁
舎
等
建
設
基

本
計
画
（
案
）
に
示
さ

れ
て
い
る
総
合
庁
舎
等

の
既
存
施
設
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
、
5
年
間

の
合
併
特
例
債
活
用
事

業
を
盛
る
と
答
弁
の
あ

っ
た
実
施
計
画
へ
の
反

映
は
。
特
に
、
地
域
審

議
会
で
は
現
地
改
築
案

を
提
言
し
た
と
聞
く

が
、
基
本
計
画
（
案
）

で
は
現
庁
舎
利
活
用
と

現
地
建
替
え
の
両
案
併
記
の

表
現
で
あ
る
穂
高
総
合
庁
舎

の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
庁
舎
建
設
後
の
総

合
支
所
等
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
特
例
債
対
象
に
な
る

と
こ
ろ
は
す
べ
て
特
例
債
対

象
事
業
に
す
る
よ
う
検
討
し

努
力
し
た
い
。
穂
高
総
合
庁

舎
に
つ
い
て
は
、
10
月
15
日

に
開
催
さ
れ
た
穂
高
地
域
審

議
会
に
お
い
て
現
地
改
築
の

方
向
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
受
け
て
、
今
後
、
慎
重

な
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
て

基
本
計
画
（
案
）
と
し
た
。

ま
だ
、し
っ
か
り
と
し
た
方
向

付
け
が
固
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

宮
澤
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
は
「
待
っ
た
な
し
の
直

近
の
課
題
の
早
期
解
決
」
を

う
た
い
な
が
ら
何
一
つ
解
決

し
て
い
な
い
。
市
の
田
園
都

市
構
想
に
産
業
を
入
れ
た
が

見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
最

終
処
分
場
、
土
地
利
用
、
安

曇
野
菜
園
の
債
権
放
棄
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
、
構
想
力
、

交
渉
力
、
決
断
と
実
行
力
に

欠
け
る
。
市
民
の
暮
ら
し
は

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
。

宮
澤
市
政
は
、
市
民
の
暮
ら

し
向
上
の
た
め
に
何
を
や
っ

て
き
た
か
。

市
長　

積
み
残
さ
れ
た
課
題

を
一
つ
ず
つ
解
決
す
る
。
事

業
を
す
れ
ば
借
金
も
増
え
る

が
財
産
も
増
え
る
。
現
場
主

義
を
貫
い
て
い
く
。
市
民
の

暮
ら
し
は
、
よ
く
な
っ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
事
業
基
金

の
利
用
、
経
営
安
定
化
特
別

基
金
の
創
設
、
産
業
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
創
設
を

し
て
い
く
。
本
庁
舎
は
合
併

特
例
債
の
期
限
前
に
建
設
す

る
。

問　

重
点
8
項
目
で
質
問
す

る
。

○
循
環
型
の
障
害
者
政
策
に

つ
い
て
。（
安
曇
養
護
学

校
の
分
校
を
市
内
に
。
職

員
採
用
等
）

○
既
存
の
建
物
を
使
い
、
新

庁
舎
建
設
は
し
な
い
と
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
。

○
安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言

に
つ
い
て
。（
不
戦
の
誓

い
、
恒
久
平
和
、
非
核
の

文
言
を
入
れ
る
）

○
安
曇
野
そ
ば
祭
り
の
提

案
。

○
田
園
産
業
都
市
構
想
に
お

け
る
地
下
水
条
例
と
循
環

型
農
業
に
つ
い
て
。

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
お
ひ
さ

ま
」
の
活
用
に
つ
い
て
。

○
借
金
の
無
い
循
環
型
健
全

財
政
に
つ
い
て
。

○
子
育
て
支
援
と
医
療
の
窓

口
無
料
化
に
つ
い
て
。

市
長　

安
曇

養
護
学
校
に

つ
い
て
は
市

と
し
て
何
が

で
き
る
の

か
、
し
っ
か

り
と
内
部
検

討
し
て
い

く
。

　

市
職
員
の
障
害
者
雇
用
は

法
定
基
準
率
を
満
た
し
て
い

る
。

　

県
安
曇
野
庁
舎
は
更
な
る

県
機
関
の
充
実
を
望
ん
で
い

る
。

　

平
和
都
市
宣
言
は
非
核
平

和
都
市
宣
言
で
は
な
く
、
安

曇
野
市
ら
し
い
平
和
都
市
宣

言
に
し
た
い
。

　

１
０
０
％
の
そ
ば
粉
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
他
の
地

域
と
違
う
取
り
組
み
を
し
、

作
付
け
面
積
の
増
加
、
農

政
、
Ｊ
Ａ
等
の
連
携
で
進
め

た
い
。

　

農
業
農
村
振
興
計
画
は
策

定
に
取
り
掛
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
地
下
水
保
全
と
涵

養
な
ど
充
分
討
議
し
て
い

く
。

問　

最
近
、「
９
３
３
億
円

の
起
債
（
借
金
）」
が
一
人

歩
き
し
て
い
る
。
金
額
を
聞

く
と
身
震
い
す
る
。
特
例
債

の
借
金
残
高
は
21
年
度
末
で

い
く
ら
か
。

市
長　

21
年
度
末
の
特
例
債

発
行
額
は
61
億
９
０
０
０
万

円
（
建
設
事
業
分
）
で
あ
る
。

問　

９
３
３
億
円
の
借
金
の

う
ち
、
旧
町
村
か
ら
持
ち
込

ん
だ
分
が
６
６
２
億
円
あ

る
。
下
水
道
の
借
金
は
４
５

４
億
円
の
う
ち
50
％
以
上
国

が
交
付
税
措
置
し
て
い
る

が
、
平
成
33
年
が
返
済
の
ピ

ー
ク
と
聞
く
。
ま
た
、
一
般

会
計
３
５
７
億
円
の
借
金
の

う
ち
、
約
70
％
は
返
済
に
対

し
国
か
ら
交
付
税
措
置
が
あ

る
。
税
金
で
の
返
済
は
下
水

道
で
年
間
3
億
円
ぐ
ら
い
、

一
般
会
計
で
15
億
円
以
内
と

少
な
い
。地
域
振
興
基
金
は
、

合
併
特
例
債
を
借
り
て
積
立

が
で
き
る
も
の
で
、
36
億
円

が
ソ
フ
ト
事
業
に
も
ハ
ー
ド

事
業
に
も
使
用
で
き
る
と
思

う
。
21
年
度
に
は
約
42
億
円

借
金
を
返
済
し
て
い
る
が
、

国
か
ら
の
交
付
税
と
し
て
補

助
（
交
付
税
措
置
）
さ
れ
た

金
額
は
い
く
ら
か
。

企
画
財
政
部
長　

現
在
の
地

域
振
興
基
金
は
24
億
５
１
０

０
万
円
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
に

使
用
。
21
年
度
の
返
済
に
対

し
て
25
億
５
１
０
０
万
円
が

国
か
ら
交
付
税
と
し
て
算
入

さ
れ
て
い
る
。
21
年
以
後
、

起
債
を
起
さ
な
い
と
、
27
年

に
は
残
高
が
約
１
５
８
億
円

と
な
る
。
２
０
０
億
円
ほ
ど

減
少
す
る
。

問　

実
質
公
債
費
比
率
が

14
・
４
％
、
こ
れ
を
維
持
し

た
と
し
て
、
２
０
０
億
円
の

ゆ
と
り
が
で
き
る
。
い
か
に

特
例
債
の
借
金
を
し
、
事
業

を
す
る
か
。
合
併
協

議
で
は
３
５
０
億
円

使
っ
て
新
市
を
つ
く

ろ
う
、
良
い
ま
ち
が

で
き
る
と
5
町
村
が

合
併
に
調
印
し
た
。

子
育
て
に
関
す
る
事

業
は
後
世
に
送
る
事

は
で
き
な
い
。
こ
の

5
年
間
で
建
て
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
保

育
園
8
園
で
50
億

円
、
本
庁
舎
で
80
億

円
、
総
合
支
所
・
公
民
館
で

20
億
円
、
防
災
・
道
路
・
橋

梁
で
5
億
円
～
10
億
円
、
地

域
振
興
基
金
の
積
立
で
12
億

円
、
計
約
２
０
０
億
円
。
特

例
債
を
使
用
し
て
も
２
８
０

億
円
位
の
借
金
。
残
さ
れ
た

5
年
間
で
事
業
化
が
で
き
る

の
か
聞
き
た
い
。

企
画
財
政
部
長　

で
き
る
だ

け
期
間
内
に
済
ま
せ
た
い
。

市
長　

保
育
園
は
条
件
が
整

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次
計
画

的
に
建
設
を
す
る
。

〔
要
望
〕

駆
け
込
み
起
債
が
な
い
よ
う

計
画
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。改築を待つ明科北保育園

本庁舎建設後の穂高総合庁舎は？

新庁舎建設に疑問の幟旗も目に付く

公明党　　松　森　幸　一

日本共産党安曇野市議団　　松　澤　好　哲

新生会　　大　月　晃　雄

施策決定過程に市民の声の反映を！

新庁舎建設より、
暮らしと地域経済を暖める市政！

合併特例債を活用した事業計画と起債
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問　

国
の
動
向
も
あ
る
が
、
長
野
県
は
県
総

合
計
画
の
見
直
し
の
必
要
性
を
強
調
し
、
官

民
一
体
で
議
論
す
る
信
州
経
済
戦
略
会
議
の

設
置
及
び
信
州
型
の
事
業
仕
分
け
も
、
こ
の

1
月
か
ら
先
行
実
施
す
る
考
え
を
示
し
て
い

る
。
安
曇
野
市
と
し
て
も
、
安
曇
野
市
総
合

計
画
、
基
本
構
想
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
と

思
う
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
変
動

と
人
口
減
少
社
会
に
向
け
て
の
施
策
、
お
よ

び
市
の
行
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

計
画
の
期
間
は
、
基
本
構
想
が
平
成

20
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
の
10
年
間
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
計
画
が

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
の
5
年
間
と

い
う
こ
と
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
時
代
の
要
請
に
即
し
た
住
民

満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
実
施
後
5
年
を
目
途
に
総
点
検
作
業
を

行
い
、
目
標
の
達
成
度
や
重
点
施
策
の
進
捗

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
必
要
な
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

政
府
の
事
業
仕
分
け
で
指
摘
さ
れ
た
交

付
税
の
特
別
会
計
の
隠
れ
借
金
33
兆
円
の
件

に
つ
き
、
交
付
税
の
制
度
自
体
を
抜
本
的
に

見
直
す
べ
き
と
結
論
づ
け
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
、
市
長
と
し
て
特
に
合
併
特

例
債
自
体
に
疑
問
を
持
っ
て
い
な
い
の
か
伺

う
。

市
長　

こ
れ
は
、
疑
問
を
持
た
な
い
と
い
う

事
よ
り
も
、
政
府
が
約
束
を
し
た
法
的
裏
づ

け
を
持
っ
た
合
併
特
例
債
で
あ
る
の
で
、
現

時
点
で
信
用
を
し
て
事
業
執
行
し
て
い
く
以

外
に
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
「
お
ひ
さ
ま
」に
か
け
て
、エ
コ
タ
ウ
ン
構

想
案
の
独
創
的
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
。

○
土
地
利
用
計
画
の
進
捗
状
況
と
国
土
利
用

計
画
（
市
計
画
）
に
つ
い
て
。

新本庁舎駐車場建設候補地

来
年
度
（
23
年
度
）
の
重
点
施
策
に

つ
い
て

吉　

田　

満　

男

（
無
所
属
）

問　

土
地
利
用
基
本
計
画
（
案
）
の
田
園
環

境
区
域
に
お
け
る
戸
建
住
宅
の
開
発
事
業
の

基
準
に
定
め
る
要
件
で
、
一
戸
当
り
の
面
積

「
３
０
０
㎡
と
、
基
本
集
落
に
三
辺
接
続
」

と
い
う
の
を
そ
れ
ぞ
れ
、「
２
０
０
㎡
と
上

下
水
道
敷
設
済
道
路
に
二
辺
接
続
」
に
改
め

な
け
れ
ば
人
口
増
加
に
つ
な
が
ら
ず
、
荒
廃

農
地
も
増
え
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

都
市
建
設
部
、
関
係
委
員
会
の
意
見

を
当
面
尊
重
し
、
弾
力
的
な
運
用
が
で
き
れ

ば
、
各
事
案
に
応
じ
適
切
に
対
処
し
た
い
。

問　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
は
、
い
か
に

も
抽
象
的
で
ど
う
や
っ
て
人
口
を
増
や
す
の

か
、
ど
こ
に
産
業
用
地
を
確
保
す
る
の
か
全

く
見
え
て
こ
な
い
が
ど
う
か
。

市
長　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都

市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る

も
の
で
、
今
後
の
都
市
計
画
の
指
針
、
構
想

等
で
あ
る
。

問　

け
や
き
の
森
廃
線
敷
き
を
観
光
地
と
し

て
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
、
条
例
で
の
位
置

づ
け
を
し
、
指
定
管
理
に
し
た
ら
ど
う
か
。

商
工
観
光
部
長　

指
定
管
理
が
い
い
の
か
、

管
理
委
託
が
い
い
の
か
、
関
係
者
の
皆
様
に

組
織
化
に
向
け
て
投
げ
か
け
た
い
。
位
置
づ

け
も
行
政
と
し
て
検
討
す
る
。

問　

潮
地
区
の
駐
車
場
と
ト
イ
レ
の
整
備
、

案
内
板
の
設
置
、
公
民
館
前
に
展
示
し
て
あ

る
Ｓ
Ｌ
機
関
車
の
廃
線
敷
き
へ
の
移
動
の
三

点
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

潮
地
区
の
ト
イ
レ
は
必
要

と
考
え
設
置
の
方
向
。案
内
板
は
設
置
す
る
。

蒸
気
機
関
車
設
置
場
所
は
検
討
す
る
。

JR 廃線敷の漆久保トンネル（明科）

土
地
利
用
基
本
計
画
と
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定宮　

下　

明　

博

（
信
進
ク
ラ
ブ
）

問　

宮
澤
市
長
は
、
就
任
当
初
か
ら
観
光
客

が
増
加
し
て
い
て
も
通
過
型
の
観
光
で
あ
り

通
過
型
観
光
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
、
新

た
な
観
光
施
策
の
充
実
が
急
務
で
あ
る
と

し
、
有
明
温
泉
か
ら
引
湯
し
た
温
泉
資
源
と

融
合
し
た
環
境
整
備
を
行
い
、
滞
在
型
観
光

を
目
指
し
具
体
的
な
検
討
を
始
め
る
と
し
て

い
る
。
し
ゃ
く
な
げ
荘
と
農
業
活
性
化
施
設

ビ
フ
穂
高
周
辺
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
し

ゃ
く
な
げ
荘
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
を
組
織

し
幅
広
い
関
係
者
の
意
見
を
集
約
し
、
今
年

度
中
に
行
政
の
構
想
を
ま
と
め
る
と
し
て
い

る
。
検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

就
任
当
時
か
ら
観
光
に
力
を
入
れ
た

い
こ
と
か
ら
、
本
年
度
商
工
観
光
部
を
立
ち

上
げ
た
。
し
ゃ
く
な
げ
荘
周
辺
は
、
ビ
フ
穂

高
や
八
面
大
王
の
足
湯
が
あ
り
、
西
山
観
光

の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。
温
泉
を
活
用
し
何

ら
か
の
施
設
は
必
要
と
考
え
る
。
担
当
部
に

お
い
て
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
周
辺
整
備
検
討
委

員
会
を
組
織
し
、
12
月
中
に
第
一
回
目
の
検

討
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
市

民
が
集
い
、
観
光
客
の
集
約
が
図
ら
れ
滞
在

型
観
光
に
結
び
つ
く
施
設
の
仕
組
み
づ
く

り
、
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
く
検
討
を
し
て

い
く
。

問　

将
来
を
見
据
え
た
構
想
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
検
討
委
員
会
を
組
織
し

検
討
さ
れ
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
う

か
踏
ま
え
た
中
、
穂
高
地
域
審
議
会
で
あ
る

程
度
し
ゃ
く
な
げ
荘
周
辺
整
備
の
提
言
を
頂

い
て
い
る
。
地
域
審
議
会
の
代
表
、
地
元
の

代
表
、
地
元
区
長
、
ビ
フ
穂
高
の
施
設
の
関

係
者
、
医
療
福
祉
面
か
ら
、
識
見
者
と
し
て

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
、
学
識
経
験
者
を

外
部
か
ら
招
き
12
名
で
組
織
を
し
た
。

問　

9
月
定
例
会
の
質
問
で
、
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
天
蚕
セ
ン
タ

ー
、
道
の
駅
の
登
録
に
つ
い
て
構
想
の
中
で

検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
検
討
項

目
に
入
っ
て
い
る
か
。

商
工
観
光
部
長　

指
摘
さ
れ
た
3
項
目
に
つ

い
て
は
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
周
辺
整
備
・
拠
点

整
備
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
委
員
会
で
い
ろ

い
ろ
な
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
穂
高
温
泉
郷
名
称
変
更
に
つ
い
て

○
通
称
山
麓
線
道
路
改
良
歩
道
設
置
に
つ
い
て

○
そ
ば
の
作
付
け
支
援
に
つ
い
て

観
光
行
政
に
つ
い
て
、
し
ゃ
く
な
げ

荘
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
は

畠　

山　

倉　

光

（
信
進
ク
ラ
ブ
）

問　

安
曇
野
市
の
宝
、
次
世
代
を
担
う
小
中

学
生
８
９
０
５
人
の
安
全
に
対
す
る
、
防
犯

も
含
め
て
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

市
長　

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
学
校
保
健
安
全
法
第
26
条

に
よ
り
、
学
校
管
理
下
に
お
い
て
児
童
・
生

徒
の
生
命
や
身
体
等
に
悪
影
響
や
危
害
が
及

ぶ
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
未
然
防
止
の
た

め
の
適
切
な
処
置
を
講
じ
る
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
。
市
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
に
、
学
校
施
設
設
備
の
安
全
点
検
、

連
絡
体
制
整
備
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携

し
て
安
全
管
理
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

問　

①
今
日
の
経
済
状
況
の
な
か
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
で
き
な

い
親
が
多
い
。
女
性
の
社
会
進
出
、
共
働
き

世
帯
等
は
、「
学
校
は
安
全
な
場
所
」
そ
ん

な
思
い
が
強
く
安
心
し
て
学
校
に
だ
し
て
い

る
。
そ
ん
な
学
校
で
、
校
内
、
校
外
活
動
、

部
活
に
お
い
て
障
が
い
の
残
る
事
案
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
小
中
学
校
に
お
け
る
事
故
の

現
況
と
対
応
を
伺
う
。
②
子
ど
も
を
持
つ
親

と
し
て
一
番
の
心
配
は
、子
ど
も
の
い
じ
め
、

い
じ
め
が
原
因
で
自
ら
命
を
絶
つ
子
ど
も
の

自
殺
だ
。
子
ど
も
の
い
じ
め
、
子
ど
も
の
自

殺
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

①
事
故
の
発
生
状
況
、
平
成
21
年

度
は
軽
微
な
傷
等
も
含
め
小
学
校
４
１
０
名
、

休
憩
時
間
中
の
事
故
が
半
数
を
占
め
、
体
育

の
時
間
中
が
4
分
の
１
。
中
学
校
２
６
０
名
、

体
育
の
時
間
の
事
故
3
割
、
部
活
の
事
故
が

4
割
。
全
学
校
に
「
学
校
安
全
連
絡
会
議
」

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
関
係
機
関
、
団
体
と

協
議
し
て
い
る
。
安
全
で
あ
る
べ
き
学
校
、
安

心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
を
徹
底
し
て
い
く
。

②
児
童
・
生
徒
の
問
題
行
動
と
生
徒
指
導
上

の
諸
問
題
に
関
す
る
調
査
（
暴
力
行
為
、
自

殺
、
い
じ
め
等
々
）
か
ら
21
年
度
は
、
い
じ

め
が
小
学
校
6
校
14
件
、中
学
校
6
校
17
件
。

全
学
校
で
安
全
計
画
を
作
成
し
、
授
業
等
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
指
導
し
て
い
る
。
い
じ
め
・

不
登
校
の
未
然
予
防
カ
ー
ド
を
全
校
で
使
用

し
、学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。※
Ｃ
Ａ

Ｐ
の
活
用
も
有
益
と
考
え
実
施
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
安
曇
野
市
職
員
の
適
正
配
置
と
人
材
活
用

〇
廃
棄
物
処
理
施
策
に
つ
い
て

　

提
言
、
落
ち
葉
・
剪
定
専
用
ゴ
ミ
袋

※
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

安
曇
野
市
の
子
ど
も
の
安
全
に

関
わ
る
施
策
に
つ
い
て内　

川　

集　

雄
（
平
）
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問　

安
曇
野
菜
園
第
7
期
決
算
は
待
望
の
黒

字
と
な
っ
た
が
、実
質
的
に
は
赤
字
で
あ
る
。

会
社
の
整
理
・
清
算
、
新
た
な
指
定
管
理
者

の
選
定
に
向
け
、
こ
の
決
算
の
評
価
は
。

副
市
長　

新
品
種
の
高
リ
コ
ピ
ン
が
売
上
げ

に
貢
献
し
、
事
業
再
生
3
カ
年
計
画
の
目
標

売
上
額
を
１
２
６
０
万
円
ほ
ど
上
回
っ
た
。

し
か
し
、
7
期
の
黒
字
は
緊
急
雇
用
の
補
助

金
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
菜
園
が
そ
の
人
件
費

を
支
払
う
と
す
れ
ば
黒
字
と
は
言
え
な
い
。

問　

菜
園
は
７
０
０
０
万
円
と
決
め
た
施
設

使
用
料
を
過
去
一
度
も
支
払
っ
て
い
な
い
。

今
後
も
支
払
い
の
見
通
し
は
立
た
ず
、
農
業

法
人
な
ど
民
間
へ
経
営
譲
渡
す
る
計
画
に
差

し
支
え
る
の
で
、
市
は
「
債
権
放
棄
」
の
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
事
態
に
至
る
行
政

責
任
や
経
営
責
任
に
つ
い
て
、
真
剣
に
検
討

し
た
経
過
は
あ
る
か
。

市
長　

今
は
責
任
問
題
の
追
及
よ
り
も
、
危

機
的
な
状
況
を
脱
却
す
る
こ
と
が
先
だ
。

問　

責
任
問
題
を
後
に
し
て
「
債
権
放
棄
」

は
あ
り
え
な
い
。
今
こ
こ
で
必
要
な
行
政
責

任
の
取
り
方
の
一
つ
は
、
損
失
補
償
契
約
は

違
法
・
無
効
と
す
る
高
裁
判
決
を
受
入
れ
、

最
高
裁
へ
の
上
告
を
取
り
下
げ
る
こ
と
だ
。

市
長
に
そ
の
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

損
失
補
償
契
約
に
関
す
る
上
告
に
つ

い
て
は
、
司
法
の
判
断
に
委
ね
る
。
今
は
民

間
譲
渡
と
指
定
管
理
者
の
変
更
を
最
優
先
さ

せ
、
菜
園
の
清
算
が
終
わ
り
次
第
、
弁
護
士
、

会
計
士
、
民
間
の
識
者
に
よ
る
第
三
者
委
員

会
を
設
置
し
、
責
任
問
題
に
つ
い
て
調
査
検

証
し
、
市
と
し
て
の
対
応
を
決
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
本
庁
舎
等
建
設
基
本
計
画
策
定
補
助
業
務

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
め
ぐ
る
住
民
監
査
請

求
の
監
査
結
果
に
つ
い
て

三
セ
ク
・
ト
マ
ト
栽
培
事
業

「
責
任
の
明
確
化
」
は
後
回
し
か

小　

林　

純　

子

（
無
所
属
）

問　

安
曇
野
市
商
工
業
振
興
条
例
に
つ
い
て

伺
う
。
当
市
は
県
下
一
の
工
業
出
荷
高
を
誇

っ
て
い
る
。し
か
し
そ
の
現
状
を
良
し
と
し
、

他
市
の
取
り
組
み
に
大
き
く
遅
れ
を
取
っ
て

い
る
。
今
後
の
市
の
発
展
の
た
め
に
地
讃
地

奨
、
こ
の
地
を
讃
え
、
県
内
外
に
向
け
て
誇

り
を
持
っ
て
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
も
商
工
業
に
限
定
し
た
条
例
で
な

く
、
全
て
の
事
業
者
を
対
象
と
し
た
市
独
自

の
条
例
が
必
要
で
あ
る
。

市
長　

県
内
で
も
参
考
と
す
べ
き
制
度
内
容

の
市
が
あ
り
、
今
後
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

制
度
整
備
を
行
い
「
地
讃
地
奨
」
地
域
を
褒

め
讃
え
推
奨
す
る
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
大

切
に
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問　

地
元
事
業
者
の
育
成
支
援
施
策
と
し

て
、
市
外
企
業
と
の
Ｊ
Ｖ
の
組
み
方
、
地
元

企
業
の
製
品
の
取
り
上
げ
、
使
用
方
法
に
つ

い
て
積
極
的
に
指
定
し
大
切
に
す
る
姿
勢
と

施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

市
内
業
者
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
は
、
行
政
の
責
務
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
業
者
の
育
成
、
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

西
山
山
麓
の
一
部
雑
木
林
を
再
生
し
、

春
の
山
菜
、
夏
の
虫
と
り
、
川
遊
び
、
秋
の

キ
ノ
コ
園
な
ど
、
家
族
で
楽
し
め
る
滞
在
観

光
を
考
え
た
環
境
整
備
を
図
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
は
い
か
が
か
。

商
工
観
光
部
長　

西
山
山
麓
の
地
域
・
自
然

資
源
を
生
か
し
自
然
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
、

都
会
か
ら
訪
れ
る
方
が
求
め
て
い
る
。
行
政

に
で
き
る
事
は
整
備
し
て
い
く
。

問　

住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
た
い
市
と
な

る
た
め
に
は
、不
安
定
で
常
に
問
題
を
抱
え
、

も
め
て
い
る
印
象
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
市

の
運
営
を
行
う
こ
と
を
、
行
政
に
携
わ
る
者

は
充
分
に
心
し
て
業
務
執
行
に
あ
た
る
必
要

が
あ
る
。
私
た
ち
議
員
も
行
政
チ
ェ
ッ
ク
を

充
分
し
、
問
題
提
起
を
行
う
事
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
職
員
の
不
手
際
に
よ
り
市
長
が

誤
り
を
認
め
改
善
策
を
示
し
、
そ
の
こ
と
が

良
と
し
た
時
は
後
に
戻
っ
た
議
論
を
せ
ず
、

前
に
進
む
よ
う
協
力
し
て
い
く
事
が
市
民
の

利
益
、
市
の
発
展
に
必
要
と
考
え
る
。

市
長　

共
に
響
き
合
う
ま
ち
、
訪
れ
た
く
な

る
地
を
標
榜
し
て
き
た
。
批
判
、
提
言
は
真

摯
に
受
け
と
め
、
職
員
の
資
質
、
親
切
な
対

応
、
市
民
の
目
線
に
た
ち
、
共
に
歩
む
職
員

像
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
産
地
消
（
地
讃
地
奨
）
と

商
工
業
振
興
条
例
に
つ
い
て

青　

嶋　

智　

隆

（
し
ん
風
会
）

問　

5
町
村
の
合
併
に
よ
り
市
内
に
は
同
じ

よ
う
な
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
高
齢
化
に

よ
る
歳
入
構
造
の
変
化
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
歳
出
構
造
の
変
化
に
直
面
し
て
い
る

な
か
、
利
用
目
的
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
、
地
域

特
性
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
統
廃
合
を
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
。
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

合
併
に
伴
い
存
在
意
義
が
薄
れ
て
い

る
施
設
。
稼
働
率
、
使
用
率
の
状
況
。
ま
た

老
朽
化
な
ど
の
状
況
を
総
合
的
に
整
理
し

て
、
有
効
な
利
用
・
活
用
に
努
め
て
い
く
必

要
性
は
強
く
感
じ
て
い
る
。

総
務
部
長　

市
の
所
有
し
て
い
る
公
共
施
設

は
１
１
０
７
棟
。
述
べ
床
面
積
は
43
万
１
０

０
０
㎡
、
ま
た
敷
地
は
２
９
３
万
㎡
あ
り
、

市
全
体
の
資
産
は
２
３
６
７
億
円
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
台
帳
整
備
を
し
、
建
設
時

の
費
用
、
維
持
管
理
費
、
減
価
償
却
、
財
政

状
況
、
将
来
人
口
の
見
通
し
や
利
用
状
況
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
分
析
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式

や
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
な
ど

を
考
慮
し
、
包
括
的
に
行
う
た
め
の
指
針
策

定
を
検
討
す
る
。

問　

土
地
利
用
制
度
は
23
年
度
か
ら
県
（
線

引
き
）
と
市
（
条
例
）
の
2
制
度
と
な
る
が

何
故
か
。
ま
た
条
例
及
び
基
本
計
画
に
よ
り

線
引
き
が
廃
止
に
な
る
担
保
は
あ
る
か
。

市
長　

線
引
き
廃
止
は
国
の
同
意
を
得
て
県

が
決
定
す
る
が
、
極
め
て
慎
重
な
対
応
だ
。

都
市
建
設
部
長　

こ
の
た
び
の
調
整
は
、
当

初
か
ら
県
に
逐
次
資
料
提
供
や
説
明
を
し
て

い
る
。県
か
ら
は
一
定
の
理
解
を
得
て
い
る
。

安
曇
野
市
の
場
合
、
全
国
的
に
も
例
が
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
十
分
説
明
し
理
解
を
求
め

て
い
く
。

同一市内に県と市の 2 制度は異常な事態

公
的
施
設
の
効
果
的
利
用
を

検
討
す
べ
き
時
期
が
来
て
い
る

丸　

山　

祐　

之
（
平
）

安曇野菜園の現状と課題について市民説明会
（明科地域）

問　

自
給
率
の
向
上
・
米
消
費
拡
大
は
、
国

政
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
現
状
に
あ

る
が
、
現
国
政
は
「
食
と
農
業
再
生
」
本
部

を
か
か
げ
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
安
曇

野
市
と
し
て
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　

食
生
活
も
戦
後
の
自
虐
史
観
か
ら
脱
却
し

世
界
が
注
視
す
る
日
本
食
文
化
の
素
晴
ら
し

さ
を
認
識
し
取
り
組
む
こ
と
で
、
○
栄
養
学

の
見
直
し
、
○
学
校
給
食
の
完
全
米
飯
化
、

○
地
産
地
消
の
推
進
、
○
環
境
を
考
慮
し
た

地
域
農
業
生
産
の
拡
大
で
あ
り
、
こ
れ
ら
施

策
達
成
に
む
け
農
業
振
興
予
算
・
米
消
費
拡

大
予
算
の
充
実
を
図
り
、
こ
わ
さ
れ
た
日
本

食
文
化
を
取
り
戻
し
、
自
給
率
向
上
・
米
消

費
拡
大
施
策
実
践
を
安
曇
野
か
ら
発
信
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

市
長　

安
曇
野
市
は
田
園
産
業
都
市
を
目
指

し
て
い
る
。
農
林
業
を
守
り
な
が
ら
他
産
業

と
共
に
発
展
し
共
存
共
栄
が
望
ま
し
い
。
食

糧
安
保
の
言
葉
も
あ
る
。
自
給
率
を
高
め
て

い
く
必
要
も
あ
る
。
特
に
米
は
日
本
文
化
の

象
徴
の
一
つ
、
文
化
の
柱
で
あ
る
。「
安
曇

野
市
農
村
振
興
計
画
」
の
中
で
、
農
業
の
体

質
強
化
と
と
も
に
米
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

学
校
給
食
で
は
米
飯
の
日
が
少
し

ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
多
様
な
主
食
と
い
う
の

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
米
飯
給
食
の
拡
大

は
日
本
型
食
事
の
有
益
性
を
認
識
さ
れ
る
中

で
引
き
続
き
今
後
も
検
討
し
て
い
く
課
題
と

と
ら
え
て
い
る
。

農
林
部
長　

米
消
費
拡
大
事
業
予
算
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
予
定
。
米
粉
加
工
事
業
も
研

究
し
て
い
く
。
お
米
を
中
心
と
し
た
、
農
業

振
興
計
画
の
中
で
推
進
し
て
い
く
。

問　

地
区
公
民
館
の
施
設
の
充
実
に
む
け
た

補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
。
地
区
公
民
館
は

区
民
の
連
帯
感
醸
成
の
場
、
生
涯
学
習
や
区

行
事
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
ま
た
防
災
避
難
場
所
と
し
て
重
要
視
さ

れ
て
き
て
い
る
。
建
設
に
当
た
っ
て
は
地
域

相
応
の
補
助
支
援
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

市
長　

地
区
か
ら
の
要
望
は
承
知
し
て
い

る
。
市
長
と
語
る
会
で
も
要
望
が
あ
っ
た
。

関
係
機
関
の
皆
さ
ん
、
関
係
す
る
区
・
団
体

な
ど
と
相
談
し
検
討
し
て
い
く
。

教
育
次
長　

市
長
の
答
弁
の
通
り
関
係
機

関
、団
体
等
と
相
談
し
今
後
検
討
し
て
い
く
。

食
糧
自
給
率
向
上
＝
米
消
費
拡
大

施
策
の
実
践
に
つ
い
て山　

田　

高　

久

（
新
生
会
）
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問　

高
齢
化
の
現
状
と
今
後
の
推
移
は
。

健
康
福
祉
部
長　

高
齢
化
率
は
平
成
17
年

の
合
併
時
22
・
24
％
。
本
年
10
月
1
日
、
25
・

11
％
。2
万
４
９
５
７
人
で
、
率
に
し
て

2
・
87
ポ
イ
ン
ト
、
２
９
５
８
人
の
増
加
で

あ
る
。10
年
後
の
平
成
32
年
度
に
は
30
・
7
％

と
推
計
さ
れ
る
。　

問　

高
齢
者
に
つ
い
て
の
課
題
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

一
人
暮
ら
し
、
要
介
護
認

定
者
の
増
加
等
か
ら
、
支
援
の
必
要
性
が
増

え
る
と
予
測
さ
れ
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
21
年
度
の
相
談
件
数
が
５
７
０
７

件
で
、
対
前
年
比
１
１
０
０
件
増
で
あ
る
。

主
な
相
談
内
容
は
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
関
す
る
こ
と
が
３
２
７
６
件
で
、
前
年
比

９
３
０
件
増
。
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
も

年
々
増
え
、
経
済
情
勢
悪
化
に
よ
る
影
響
な

ど
か
ら
、
生
活
保
護
世
帯
も
11
月
末
で
全
４

１
９
世
帯
の
う
ち
１
３
５
世
帯
で
、
前
年
同

期
よ
り
21
世
帯
増
で
あ
る
。
ま
た
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
入
所
系
施
設
と
し
て
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
23
年
度
ま
で
の
間
に
定
員
ベ
ー

ス
で
１
４
５
人
分
を
整
備
予
定
で
あ
る
。

問　

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
の
あ
る

病
気
で
あ
る
。
無
料
検
診
票
を
出
し
て
、
医

師
会
の
協
力
を
得
て
検
診
の
取
り
組
み
を
考

え
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
で
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
市
内
認
知
症
の
方
は
約
２
６

４
０
人
、
高
齢
者
人
口
の
約
10
・
6
％
。
国

の
平
均
値
7.2
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
医
師
会

と
診
察
の
内
容
や
方
法
な
ど
話
し
合
い
、
実

施
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

問　

人
口
減
少
と
高
齢
化
は
ダ
ブ
ル
で
来

る
。
10
年
先
を
見
据
え
た
施
策
が
必
要
で
あ

る
。
部
局
横
断
的
な
庁
内
組
織
を
つ
く
り
、

社
協
な
ど
と
連
携
し
対
応
す
べ
き
で
は
な
い

か
。「
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称

も
行
政
用
語
で
判
り
に
く
い
。「
高
齢
者
何

で
も
相
談
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
わ
か
り
や
す

い
愛
称
を
付
け
た
ら
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

横
断
的
な
そ
う
い
う
組
織

を
考
え
て
い
く
こ
と
も
今
後
必
要
に
な
る
と

思
う
。
介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
策
定
の
た

め
に
、
高
齢
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
。
愛
称
に
つ
い
て
は
考
え
て

み
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
臭
気
対
策
に
つ
い
て

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

対
応
策
は

平　

林　

徳　

子

（
新
生
会
）

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
っ
て
関
税
の
撤
廃
、

日
本
の
食
料
自
給
率
は
14
％
ま
で
低
下
。
米

自
給
率
は
一
割
に
な
る
。
安
曇
野
の
農
業
・

地
域
経
済
を
守
る
た
め
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
問

題
で
は
な
い
か
。

市
長　

農
業
団
体
な
ど
は
反
対
、
経
済
界
は

自
由
貿
易
を
求
め
て
お
り
対
立
し
て
い
る
。

情
報
収
集
、
国
内
の
環
境
整
備
を
す
す
め
る

よ
う
運
動
す
る
べ
き
だ
。

農
林
部
長　

安
全
、
新
鮮
、
お
い
し
く
て
安

い
、
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
を
生
産
し
、

技
術
指
導
・
支
援
等
を
考
え
て
い
る
。
市
農

産
物
認
定
制
度
の
導
入
、
産
直
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
考
え

て
い
る
。

問　
「
地
産
地
消
」
を
は
か
り
、
農
地
を
安

易
に
手
放
す
こ
と
な
く
保
全
し
て
い
く
農
業

基
本
構
想
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
林
部
長　

来
年
度
、
農
業
農
村
振
興
計
画

を
策
定
す
る
。
収
益
の
確
保
で
き
る
農
業
を

柱
に
位
置
づ
け
計
画
を
し
、
指
導
し
て
い
き

た
い
。
専
業
・
兼
業
農
家
で
地
産
地
消
、
付

加
価
値
の
高
い
農
産
物
の
具
現
化
を
し
て
い

き
た
い
。

問　

国
保
加
入
世
帯
で
所
得
２
０
０
万
円
以

下
は
7
割
に
も
な
り
、
滞
納
世
帯
も
年
々
増

え
て
い
る
。
原
因
と
対
策
は
。

市
民
環
境
部
長　

税
率
改
正
、
景
気
後
退
の

要
因
が
あ
っ
た
。
税
率
の
軽
減
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
で
対
応
し
た
。
出
納
整
理

期
間
に
滞
納
の
整
理
を
し
、
納
税
誓
約
で
分

割
納
入
も
す
す
め
て
い
る
。

問　

来
年
度
の
税
率
は
上
げ
な
い
予
定
と
聞

く
が
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長　

来
年
度
は
値
上
げ
の
予
定

は
な
い
が
、
平
成
25
年
度
の
保
険
制
度
改
革

を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
就
労
支
援
・
地
域
経
済
振
興
に
つ
い
て

地元食材を使った定食（明科夢いちば）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
せ
ず
、
安
曇
野
の

農
業
、
地
域
経
済
の
振
興
を

下 

里　

喜 

代 

一

（
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
）

問　

市
長
は
選
挙
公
約
で
「
業
種
間
や
国
・

県
と
の
連
携
を
促
進
し
、
積
極
的
な
産
業
の

振
興
と
雇
用
の
場
の
確
保
や
産
業
振
興
で
活

力
溢
れ
る
地
域
社
会
を
実
現
し
ま
す
」
と
ト

ッ
プ
に
掲
げ
、
昨
年
12
月
議
会
定
例
会
の
所

信
表
明
で
元
気
な
産
業
と
安
定
雇
用
の
ま
ち

づ
く
り
を
挙
げ
た
。
市
長
は
一
年
間
ど
の
よ

う
な
産
業
に
着
目
し
誘
致
活
動
や
支
援
策
を

と
り
安
定
雇
用
を
進
め
て
き
た
か
。

市
長　
「
共
に
響
き
合
え
る
安
曇
野
づ
く
り
」

を
基
本
に
田
園
産
業
都
市
を
展
望
し
、
本
年

四
月
か
ら
観
光
振
興
に
積
極
的
に
力
を
入
れ

て
い
く
た
め
商
工
観
光
部
を
立
ち
上
げ
た
。

ま
た
田
園
風
景
、
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

農
林
業
も
大
切
な
産
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
農
林
部
を
分
離
し
た
。
本
年
3
月
、
工
業

の
活
性
化
に
向
け
た
安
曇
野
市
工
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。
安
定
雇
用
の
た
め
に

は
新
た
な
企
業
立
地
を
進
め
て
い
る
が
、
経

済
情
勢
が
厳
し
い
な
か
で
、
あ
づ
み
野
産
業

団
地
二
区
画
の
分
譲
は
い
ず
れ
も
不
調
に
終

わ
っ
て
い
る
。
産
業
団
地
の
分
譲
価
格
に
つ

い
て
は
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
と

ら
え
て
い
る
。

問　

安
定
雇
用
の
面
か
ら
安
曇
野
菜
園
の
雇

用
を
民
間
頼
み
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
ん

な
受
け
止
め
方
を
し
て
い
る
か
。

市
長　

安
曇
野
菜
園
が
破
綻
し
か
け
て
い
る

状
況
な
の
で
、
引
き
継
い
で
も
ら
う
農
業
生

産
法
人
を
探
し
て
、
引
き
続
き
雇
用
を
守
っ

て
い
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
く
。

問　

特
養
老
入
所
希
望
待
機
者
４
１
２
名
の

減
少
な
い
し
解
消
の
た
め
に
、
市
は
福
祉
産

業
と
位
置
付
け
て
い
つ
ま
で
に
ど
う
い
う
施

設
整
備
を
し
て
い
く
か
。

健
康
福
祉
部
長　

市
直
営
の
施
設
運
営
等
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
計
画
は
無
い
が
、第
四
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
入
所
待
機
者
を

減
少
さ
せ
る
た
め
に
施
設
整
備
の
推
進
を
図

っ
て
い
く
。
三
年
間
で
、
定
員
ベ
ー
ス
で
は

１
４
５
人
分
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
地
域
か
ら
の
雇
用
も
行
わ
れ
て
い
る
。

問　

携
帯
電
話
中
継
基
地
局
の
設
置
に
つ
い

て
住
民
と
設
置
者
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
い
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
解
決
方
針
を

も
っ
て
い
る
か
。
条
例
制
定
は
ど
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

電
波
防
護
指
針
等
に
基
づ

き
近
隣
の
同
意
を
得
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル

を
防
止
す
る
よ
う
設
置
者
に
対
応
を
お
願
い

し
て
い
る
。

元
気
な
産
業
と
安
定
雇
用
の

ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
た
か

荻　

原　

勝　

昭

（
無
所
属
）

ほぼ再建不可能な安曇野菜園（株）

問　

安
曇
野
菜
園
（
ト
マ
ト
工
場
）
で
、「
ト

マ
ト
栽
培
は
断
念
す
る
」「
安
曇
野
菜
園（
株
）

の
再
建
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
、
整
理
、
清
算
」

す
る
と
の
答
弁
を
確
認
。
債
権
放
棄
は
結
果

的
に
7
億
円
の
放
棄
に
な
り
、
来
年
度
の

早
々
に
も
資
金
シ
ョ
ー
ト
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
ど
う
せ
倒
産
な
ら
市
民
の
負
担
を
軽

減
し
、
菜
園
社
長
で
あ
る
副
市
長
に
清
算
を

き
ち
ん
と
し
て
も
ら
っ
て
、
安
曇
野
市
と
早

く
切
り
は
な
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

多
額
の
負
債
を
今
後
返
済
す
る
事
は

不
可
能
な
状
態
。
１
０
０
人
の
雇
用
、
農
地

活
用
等
の
目
的
を
考
え
れ
ば
、
ト
マ
ト
栽
培

事
業
は
継
続
し
た
い
が
、
経
営
が
悪
化
し
て

資
金
調
達
で
き
な
い
の
で
、安
曇
野
菜
園（
株
）

は
整
理
清
算
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
平
成
47
年

ま
で
の
市
へ
の
納
付
予
定
額
7
億
５
９
０
０

万
円
が
市
の
財
政
に
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
、
大
変
残
念
な
事
実
で
あ
る
。

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
加
え
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
集
団
発
生
が
予
想
さ
れ
る
。
昨

年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
経
験
を
生
か

し
早
期
対
策
が
望
ま
れ
る
。
解
り
や
す
く
市

民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
ど
ん
な
指
導
と
準

備
で
当
た
る
つ
も
り
か
。

健
康
福
祉
部
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に

は
季
節
型
と
新
型
2
種
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
で

対
応
で
き
る
の
で
、
一
度
の
接
種
で
す
む
。

公
共
施
設
に
は
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
を
設
置

す
る
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
防
啓
発

し
て
い
く
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
特

効
薬
が
な
い
が
、
予
防
の
基
本
は
手
洗
い
で

あ
る
。
防
災
無
線
を
利
用
し
た
広
報
や
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
感
染
対
策
を
掲
載
し
て
広
報

す
る
予
定
で
あ
る
。

安
曇
野
菜
園
の
再
建
は
、

“
ほ
ぼ
不
可
能
”清
算
を
ど
う
す
る
！

松　

澤　

好　

哲

（
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
）
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問　

な
ぜ
ゆ
え
観
光
振
興
な
の
か
。

市
長　

観
光
振
興
を
基
軸
に
、
地
域
産
業
活

性
化
を
図
る
こ
と
は
地
域
に
大
き
な
波
及
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

問　

本
庁
舎
建
設
後
の
穂
高
総
合
支
所
の
あ

り
方
と
し
て
、
穂
高
神
社
の
表
参
道
と
い
う

意
味
で
は
大
型
駐
車
場
に
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

地
域
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
つ

つ
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
研
究
、
検
討
し
た

い
。

問　

特
徴
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
具
体
案

を
聞
き
た
い
。

商
工
観
光
部
長　

安
曇
野
イ
ン
タ
ー
へ
の
名

称
変
更
、
Ｊ
Ｒ
駅
名
、
車
の
安
曇
野
ナ
ン
バ

ー
等
に
つ
い
て
は
時
間
を
か
け
て
検
討
し
た

い
。
ト
イ
レ
の
整
備
、
充
実
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
「
お
ひ
さ
ま
」
に
向
け
て
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

観
光
客
へ
の
「
も
て
な
し
」
と
は
ど
の

よ
う
に
す
る
か
。

商
工
観
光
部
長　

行
政
、
事
業
者
も
含
ん
で

地
域
一
丸
と
な
っ
て
接
遇
し
、
一
人
一
人
の

観
光
客
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、
安
曇

野
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
そ
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
す
よ
う
に
し
た
い
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
よ
る
滞
在
観
光
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

商
工
観
光
部
長　

ど
の
よ
う
な
条
件
で
あ
れ

ば
合
宿
で
き
る
の
か
情
報
収
集
し
、
環
境
や

受
け
入
れ
態
勢
を
充
分
に
研
究
し
て
い
く
。

合
宿
を
し
た
経
験
に
よ
っ
て
、
再
び
家
族
や

職
場
の
人
た
ち
が
安
曇
野
を
訪
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
、
本
市
の
目
標
で
あ
る
滞
在
型
の

観
光
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

穂高神社の表玄関口（表参道）

市
の
観
光
の
目
玉
は

穂
高
神
社
と
わ
さ
び
農
園召　

田　

義　

人

（
し
ん
風
会
）

問　

安
曇
野
市
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公

費
助
成
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
ご
意
見
を

頂
戴
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
臨
時
国
会
に
お

い
て
補
正
予
算
が
成
立
し
、
子
宮
頸
が
ん
等

接
種
緊
急
促
進
臨
時
特
例
交
付
金
と
い
う
名

称
で
計
上
さ
れ
た
が
、
安
曇
野
市
と
し
て
実

施
の
時
期
の
決
意
を
市
長
に
伺
う
。

市
長　

臨
時
国
会
に
お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
こ
の
3
種
類
に
つ
い
て
緊

急
総
合
経
済
対
策
の
た
め
に
、
接
種
費
用
を

助
成
す
る
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
こ
と

を
受
け
て
、
市
と
し
て
も
国
の
要
綱
に
基
づ

き
、
本
年
度
に
お
い
て
は
補
正
予
算
で
対
応

を
考
え
て
い
く
。
23
年
度
ま
で
は
、
国
の
助

成
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に

つ
い
て
は
交
付
税
措
置
等
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
市
の
対

応
を
考
え
て
い
く
。

健
康
福
祉
部
長　

23
年
度
ま
で
は
事
業
費
の

2
分
の
1
は
国
で
、
残
り
の
2
分
の
1
に
つ

い
て
は
市
町
村
が
負
担
す
る
方
向
で
あ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
本
日
、
県
の
説
明
会
が
あ

り
、
担
当
者
が
説
明
を
受
け
て
い
る
。
24
年

度
以
降
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
期
予
防
接
種

化
を
検
討
し
て
い
る
。
他
の
予
防
接
種
と
同

様
に
市
が
接
種
費
用
を
負
担
し
、
対
象
者
は

無
料
で
接
種
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
ま
だ
不
透
明
で
あ
り
検
討
し
て
い
る
状

況
だ
。
3
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
接
種
を
勧
告
し
て
お
り
、
先
進
国
で

は
定
期
予
防
接
種
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
国
の
要
綱
に
基
づ
き
、
近
隣
市

町
村
や
地
域
の
医
師
会
と
も
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
み

を
検
討
し
、
補
正
予
算
等
に
よ
り
対
応
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
実
施
方
法
等
が

具
体
的
に
な
れ
ば
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
る
周
知
や
、
対
象
者
へ
の
個
別
通
知

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
及
び
検
診
の
重
要
性

に
対
す
る
講
習
会
等
の
予
定
は
。

健
康
福
祉
部
長　

乳
幼
児
健
診
の
折
や
成
人

式
の
折
に
、
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
取
り

組
み
を
し
て
き
た
。
今
後
も
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】　

○
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

藤　

原　

陽　

子

（
公
明
党
）

問　

民
生
児
童
委
員
の
方
に
個
人
情
報
が
提

供
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
情
報
の

把
握
が
後
手
後
手
に
な
り
、
福
祉
活
動
も
し

に
く
く
行
政
と
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
か

な
い
と
の
悩
み
を
数
人
か
ら
相
談
さ
れ
た
。

利
用
目
的
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
個
人
情
報

の
提
供
を
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

市
長　

こ
こ
最
近
に
な
り
、
個
人
情
報
あ
る

い
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
よ
う
な
問
題
が

大
き
く
、
個
人
の
家
庭
の
状
況
ま
で
立
ち
入

れ
な
い
の
が
現
実
だ
。
地
域
で
の
福
祉
活
動

に
関
す
る
情
報
収
集
に
つ
い
て
も
、
個
人
情

報
保
護
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
や

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
こ
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
、
い
ろ
い

ろ
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
協
議

を
頂
き
た
い
と
思
う
。
長
野
県
で
は
民
生
児

童
委
員
に
、
高
齢
者
世
帯
に
関
す
る
個
人
情

報
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
を
精
査
の
上
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を

検
討
し
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
重

ね
た
い
。

問　

職
員
の
窓
口
対
応
が
ま
ず
く
、
市
民
に

不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
い
る
と
の
苦
情
が
私

の
も
と
に
届
い
て
い
る
。
職
員
の
教
育
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
不
備
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

地
方
公
共
団
体
の
役
割
と
い
う
こ
と

を
し
っ
か
り
認
識
を
し
た
職
員
教
育
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ

住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
意

識
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る

の
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
職
員
教
育
を
し
、
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
力
を
す
る
。

問　

窓
口
で
た
ら
い
ま
わ
し
を
防
ぐ
た
め
に

も
「
す
ぐ
や
る
課
」
の
設
置
を
提
案
す
る
。

総
務
部
長　

初
期
対
応
の
悪
さ
が
た
ら
い
ま

わ
し
に
な
っ
た
の
だ
と
判
断
す
る
。
市
民
か

ら
の
直
接
の
電
話
、
苦
情
等
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
総
合
支
所
で
受
け
て
お
り
総
合
支
所
で

対
応
で
き
な
い
事
案
は
関
係
課
へ
連
絡
を
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。
す
ぐ
や
る
課
に
つ
い

て
は
、
新
庁
舎
建
設
後
の
組
織
等
の
見
直
し

の
な
か
で
現
在
進
め
て
い
る
。
名
称
等
も
含

め
検
討
中
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
・
提
案
】

○
市
営
墓
地
の
不
足
に
伴
い
、
観
光
と
タ
イ

　

ア
ッ
プ
し
た
樹
木
葬
墓
地
の
提
案
を
し
た
。

民
生
児
童
委
員
へ

個
人
情
報
の
提
供
を
要
望小　

松　

芳　

樹

（
公
明
党
）

問　

合
併
特
例
債
活
用
に
よ
る
本
庁
舎
建
設

は
重
要
で
あ
る
が
、
市
民
に
と
っ
て
は
総
合

支
所
も
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
特
に
明
科
総

合
支
所
、
三
郷
総
合
支
所
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

市
長　

明
科
総
合
支
所
に
つ
い
て
は
耐
震
性

と
防
災
上
に
問
題
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
集
ま
る
場
所
と
し
て
の
利
用
は
望
ま
し
く

な
い
。
取
り
壊
し
て
、
公
民
館
機
能
を
併
せ

持
っ
た
支
所
の
建
築
を
23
年
度
予
算
計
上

し
、
早
期
に
完
了
さ
せ
た
い
。

総
務
部
長　

三
郷
総
合
支
所
は
、
耐
震
補
強

と
改
修
に
よ
り
図
書
館
及
び
地
域
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
活
用
を
希
望
さ
れ
て
い

る
。
平
成
27
年
度
内
に
、
4
地
域
の
支
所
の

整
備
を
計
画
的
に
実
施
段
階
へ
移
行
し
て
い

く
。

問　

市
職
員
の
人
事
評
価
制
度
と
登
用
に
つ

い
て
尋
ね
る
。
人
事
評
価
制
度
は
能
力
評
価

と
業
績
評
価
で
構
成
し
、
人
材
育
成
や
組
織

の
活
性
化
を
図
る
、
と
あ
る
。
特
に
人
間
社

会
で
上
司
の
偏
っ
た
評
価
が
な
さ
れ
な
い
よ

う
な
公
正
、
公
平
な
評
価
、
補
正
の
シ
ス
テ

ム
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長　

人
事
評
価
は
、
公
平
性
、
納
得

性
、
透
明
性
が
確
保
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
大
前
提
で
あ
る
。
評
価
ル
ー
ル
を
公
表
公

開
し
、自
己
評
価
を
合
わ
せ
た
第
一
次
評
価
、

二
次
評
価
を
実
施
し
、
個
人
面
談
と
定
期
的

な
評
価
者
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問　

3
月
に
は
大
幅
な
幹
部
の
定
期
退
職
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
評
価
の
成
果
に
よ
る
幹

部
登
用
の
考
え
は
。

市
長　

人
材
の
登
用
は
、
行
政
機
構
の
根
幹

に
関
わ
る
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
慣
例
に
と

ら
わ
れ
ず
適
材
適
所
を
貫
い
て
、
若
く
て
も

優
秀
な
人
材
は
極
力
登
用
し
た
い
と
思
う
。建替えが予定されている明科総合支所

総
合
支
所
建
設
と
活
用
、
市
職
員
の

人
事
評
価
制
度
と
登
用
は小　

林　

紀　

之

（
信
進
ク
ラ
ブ
）
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「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て

猪 

狩　

久 

美 

子

（
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
）

問　

来
年
２
０
１
１
年
の
通
常
国
会
に
提
出

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
子
ど
も
・
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
」
法
案
は
、
子
育
て
関
係
の
予

算
を
一
括
し
て
市
町
村
に
配
分
し
、
現
在
行

っ
て
い
る
市
町
村
独
自
の
子
育
て
支
援
事
業

や
個
人
給
付
に
充
て
る
、
と
し
て
い
る
。
他

に
保
育
料
が
応
能
負
担
か
ら
応
益
負
担
に
。

契
約
は
園
と
保
護
者
と
の
直
接
契
約
に
。
現

在
保
育
園
も
幼
稚
園
も
認
可
制
だ
が
、
一
定

の
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
参
入
で
き
る

指
定
制
に
な
る
な
ど
疑
問
点
を
含
ん
で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
シ
ス
テ
ム
法
案
を

市
長
は
ど
の
よ
う
に
み
て
い
る
か
伺
う
。

市
長　

政
府
は
今
ま
で
の
子
育
て
の
財
源
を

統
合
し
て
国
、地
方
公
共
団
体
、事
業
主
、個

人
が
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
、
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
た
医
療
や
介
護
な
ど
の
保
険
制

度
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
創
設
を
考
え
て
い
る
。

　

政
府
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
或
い
は
県
と

も
協
議
を
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
る
べ
き
課

題
と
と
ら
え
て
い
る
。

問　

庁
内
で
幼
保
一
元
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
つ
く
ら
れ
て
協
議
が
さ
れ
、
幼
稚

園
の
保
護
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
た
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長　

認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て
初
め

て
聞
く
と
い
う
方
が
60
％
、
早
朝
保
育
希
望

は
30
％
、
降
園
後
保
育
希
望
は
61
％
と
な
っ

て
お
り
降
園
後
の
割
合
が
高
い
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
法
案
は
来
年
２
０
１
１
年
3
月
の
通
常

国
会
に
出
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
を
見
守
り

な
が
ら
早
急
に
対
応
し
た
い
。

問　

こ
の
シ
ス
テ
ム
法
案
は
今
年
２
０
１
０

年
6
月
の
経
済
産
業
省
内
の
会
議
、
産
業
構

造
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
０
の
中
で
示
さ
れ
た
も

の
で
、
保
育
を
公
の
手
か
ら
離
し
て
子
育
て

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
産
業
化
す
る
こ
と
を
打
ち

出
し
た
内
容
だ
。
長
野
県
議
会
で
も
こ
の
シ

ス
テ
ム
案
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。
現
場
や
保
護
者
か

ら
疑
問
視
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
市
と

し
て
、
国
に
意
見
を
上
げ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　

現
場
の
声
は
尊
重
す
る
。
し
か
し
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
の
充
実

を
図
る
こ
と
も
必
要
だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
２
０
１
２
年
度
に
改
正
さ
れ
る
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

この子らに夢と希望いっぱいの安曇野を！安曇野菜園（株）

問　

観
光
問
題
に
つ
い
て
。
恵
ま
れ
た
立
地

条
件
、
豊
か
な
自
然
環
境
資
源
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

ド
ラ
「
お
ひ
さ
ま
」
は
ま
た
と
な
い
機
会
。

観
光
Ｐ
Ｒ
に
魂
を
吹
き
込
む
時
、
地
域
力
、

住
民
力
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
展
望
と
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

観
光
の
目
玉
は
景
観
で
あ

る
。
こ
の
景
観
に
付
加
価
値
を
付
け
て
振
興

を
は
か
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。
日
帰
り
か
ら
滞
在
型
へ
。
滞

在
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
体
験
型
メ
ニ
ュ

ー
の
必
要
性
等
と
、
住
民
グ
ル
ー
プ
、
各
団

体
、
行
政
の
連
携
は
重
要
。
今
回
「
お
ひ
さ

ま
」
に
関
連
し
た
推
進
協
議
会
を
組
織
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

学
校
教
育
に
つ
い
て
。
い
ま
、
い
じ
め

が
原
因
で
自
殺
と
い
っ
た
痛
ま
し
い
事
件
が

後
を
絶
た
な
い
。
不
登
校
問
題
も
含
め
、
学

校
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

根
本
問
題
に
幼
児
期
の
母
子
関

係
、
環
境
も
あ
る
が
、
現
場
で
は
不
登
校
の

未
然
予
防
に
、
ま
た
、
対
処
療
法
的
で
は
あ

る
が
、
学
校
へ
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
家
族
と
い
っ
し
ょ
に

登
校
で
き
る
よ
う
支
援
、
尽
力
し
て
い
る
。

問　

新
庁
舎
建
設
促
進
に
つ
い
て
。
新
庁
舎

は
必
要
。
贅
沢
で
は
な
い
。
合
併
後
の
一
体

感
の
醸
成
、
20
年
30
年
先
の
展
望
の
も
と
、

合
併
特
例
債
の
有
効
活
用
こ
そ
と
思
う
。
設

計
段
階
に
お
い
て
、
市
内
在
住
の
設
計
士
の

知
恵
と
力
を
生
か
せ
な
い
か
。
ま
た
、
庁
舎

建
設
後
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
市
民

会
議
な
ど
数
多
く
の
ご
意
見
を
聞
い
て
き

た
。十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。現
8
庁
舎
の

維
持
管
理
費
は
予
算
ベ
ー
ス
で
2
億
4
千
万

円
。
同
人
口
、
同
規
模
市
の
庁
舎
を
参
考
に

す
る
と
、
１
億
７
３
０
０
万
程
度
。
詳
細
で

は
な
い
が
支
所
は
相
当
減
が
見
込
ま
れ
る
。

新
庁
舎
は
必
要
！

一
体
感
の
醸
成
・
長
期
展
望
の
も
と

相 

田　

登 

美 

枝

（
無
所
属
）

問　

平
和
の
対
義
語
は
戦
争
で
あ
る
。
ま
た

戦
争
と
い
え
ば
一
般
的
に
は
国
家
間
を
連
想

す
る
。
こ
の
場
合
の
平
和
と
は「
国
際
平
和
」

で
あ
る
。し
か
し
地
方
の
自
治
体
が
関
与
し
、

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
平
和
は
、家
庭
・

隣
人
・
友
達
・
職
場
・
学
校
等
で
人
々
が
健

康
で
、
相
手
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
の
心
を

持
ち
、
差
別
の
な
い
社
会
を
み
ん
な
で
築
い

て
い
く
平
和
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
平

和
」
で
あ
る
と
思
う
。
今
、
子
ど
も
の
自
殺

や
い
じ
め
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
地

域
平
和
の
た
め
に
宣
言
を
掲
げ
て
取
り
組

み
、
国
際
平
和
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と

思
う
。
国
際
平
和
に
つ
い
て
は
、
平
和
市
長

会
議
（
世
界
の
都
市
が
国
境
を
越
え
て
連
帯

し
、
と
も
に
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
を
切
り
開

こ
う
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
す
る
都
市
で
構
成

さ
れ
た
組
織
）
に
安
曇
野
市
も
加
盟
し
て
い

る
。
ま
た
〝
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
〟
と
原

水
協
に
市
長
と
議
長
が
署
名
を
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
国
際
平
和
に
対
し
て
も
市
は
活

動
で
き
る
窓
口
が
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
宣

言
は
次
世
代
を
担
う
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
が

一
生
懸
命
つ
く
り
上
げ
た
宣
言
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言
は
「
地

域
平
和
」
を
う
た
っ
た
現
在
の
内
容
で
よ
い

と
思
う
。
市
長
の
思
い
を
伺
う
。　

市
長　

市
民
が
安
心
し
て
平
和
に
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
は
自
治
体
の
重
要
課
題
で
あ
り

責
務
で
あ
る
。
こ
の
実
現
に
向
け
努
力
し
な

け
れ
ば
と
い
う
こ
と
が
基
本
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
宣
言
は
市
民
と
一
緒
に
平
和
に
つ

い
て
考
え
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
完
成
し

た
。
市
民
に
浸
透
し
行
動
し
や
す
く
、
安
曇

野
ら
し
い
宣
言
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
文
案

と
し
た
。
こ
れ
か
ら
い
か
に
具
体
的
に
行
動

に
移
す
か
が
重
要
で
あ
る
。

問　

宣
言
と
は
行
動
を
伴
う
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。今
後
の
行
動
予
定
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

行
動
計
画
を
伴
っ
た
宣
言
と
位

置
付
け
て
お
り
、「
平
和
の
集
い
」（
仮
称
）

を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

問　

こ
の
安
曇
野
市
の
平
和
都
市
宣
言
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
向
を
市
長
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

市
長　

今
後
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
検
討
を
加
え
、
3
月
議
会
に

上
程
し
、
成
立
を
と
思
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業　

平
和
都
市
宣
言
は
安
曇
野
市
ら
し
い

宣
言
と
行
動
を

松　

尾　
　

宏
（
平
）

安曇野菜園（株）に関する調査報告　　環境経済委員会

　安曇野市議会として、議長より当委員会へ安曇野
菜園（株）問題の調査が諮問され、昨年５月から
11月にかけて７回の委員会を開催し、当初事業計
画や経営等の状況について調査を行った。市の第三
セクター安曇野菜園（株）は、事業開始から今日ま
で大変厳しい経営内容となっている。会社設立当初
からどのようであったのか、合併して５年が経ち、
今後どのようにしていくべきかの方向を探った。
　まず経営面では、指定管理者としてスタートした
時から、多額な施設使用料を支払えると考えた当時
の村と（株）三郷ベジタブルの判断の甘さや、会社
経営の甘さがあった。栽培技術の未熟さにも問題が
あった。
【今後の解決の方向について】　カゴメ（株）のトマ
ト購入価格の下落も予想されるなか、大幅な黒字化
は到底望めそうにない。累積した経常損失が既に
３億 9,000 万円にも上っている事、借入金返済等
による資金不足がさらに続き、資金ショートも待っ

た無しの状況であり、市においての施設使用料の納
入については、農産物生産施設として妥当なのか十
分検討すべきである。住民訴訟に対し、東京高裁の
判決を不服とし、市は最高裁への上告をしたが、現
実的には損失補償契約による追加融資も受けられな
い状況は、経営に重大な影響を与える。経営破綻す
れば 14億円に上る支出が予想され、多額な市税の
投入をしなければならない。
　今後この事業の担い手として相応しい農業生産法
人等に譲渡するなど、抜本的対策を講じる事や、市
民の負担を最小限に抑え、国への補助金返還をせず
雇用も維持していく
ために、このトマト
栽培事業の継続に重
点を置く事、そして
安曇野菜園（株）の
経営責任の明確化な
どを提言した。
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議案第 115 号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例及び安曇野市一般職の任期付職員の採用等に関す
る条例の一部を改正する条例　（賛成多数で可決）

審査内容

（意見）
　給与改定を実施することにより、購買力の低下など、地域経済への影響等を試算する必要があるのではな
いか。
　ラスパイレス指数が県内同規模市と比べて１ポイント程度低いが、今回の給与改定はやむを得ない。今後、
安曇野市の給与水準を検討してほしい。

総務委員会審査報告

総務委員会審査報告

議案第 120 号 平成 22 年度 安曇野市一般会計補正予算（第３号）（建設水道委員会所管事項）
（全員賛成で可決）

審査内容

（意見・要望）
　除雪機械借上料の減額について、除雪機をリースしている法人等がある。待機料の見直しを求める。
　道路改良費減額補正について、当初予算編成時に事業前提を確認し安易な編成をしないよう願いたい。
　住宅の耐震補強工事補助金減額について、１軒全体単位の補助金交付要綱であるが部分的補強工事におい
ても該当されるよう改正願いたい。

議案第１号 平成 22 年度 安曇野市一般会計補正予算（第 4 号）（総務委員会所管事項）
（賛成多数で可決）

審査内容
（意見）
　明科総合支所等施設改築事業については、事業内容等を含め、補正予算として今回計上するのは時期尚早
であると思う。

建設水道委員会審査報告

請願第 17 号 野外保育園（森のようちえん）に対する補助を求める請願書
（賛成多数で継続審査）

審査内容

（審査を継続したいという意見 ）
　現在の幼稚園・保育園では、法に基づき正規に教育・保育を行うことが続いている現状である。
　市の幼児教育のディテールにおいて、こういうもの ( 野外保育 ) が育っていくことにおいては賛成である。
しかし請願の内容について、今後、市においての位置づけや認可した場合の縛り等、あらゆる角度から研究
していく必要があると考える。
　調査研究により請願審査の判断材料が増えることになるため、継続審査としたい。

福祉教育委員会審査報告

議案第 127 号 債権の放棄について（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
　施設使用料が市と安曇野菜園の契約の中に明記され、そして協定をしているということなのに、その契約
が守られなかったため、これを債務の放棄ということで決着をつけるということは重大な問題である。
　経営者をはじめとした責任問題として追及されるべきである。譲渡をするということが目的であると言い
ながら、会社の経営責任の取り方においては不十分であるので反対する。

（原案に賛成の意見）
　市の施設の中での施設使用料としては、比較にならないほど高額なもので、この使用料を納めるというこ
とは非常に難しいのではないかと思う。
　譲渡する、譲渡しないとは別に、施設使用料である債権を、市は放棄して、再度経営を立て直すか、譲渡
するか、決断を願いたい。
　債権放棄の理由が会社の資金不足のため、使用料の徴収が見込めないということで、経営状況からみても、
徴収の見込みはないものと思う。
　これは合併以来かかえてきた市の問題である。
　経営における責任問題など考えられるが、今の会社がこの状況を打開し、次のステップへ進める状態にし
ておきたいためであり、益々泥沼化し市民の負担を増やさないため、と理解しこの議案には賛成する。

環境経済委員会審査報告

環境経済委員会審査報告

常任委員会報告

請願第 16 号 米価の大暴落に歯止めをかけるための請願（賛成多数で継続審査）

審査内容

（採択に賛成の意見）
　米価がこれだけ下げられて、農家としてやっていけないという状況では、安曇野が安曇野でなくなるとい
うことだと危機感を持っている。請願の趣旨により賛成とする。

（審査を継続したいとする意見）
　米の価格の下落は事実であり、農家においても不安感は高まっている状況である。
　しかし、生産関係の対策事業においても、しっかりとした価格等が出てこない状況であること、また
４０万トンの緊急の買い入れをという内容であるが、これについても研究が必要であるため、継続審査とし
たい。
　ここで４０万トンを買い入れればその問題がすべて解決できるか、ということではなく、もっと抜本的な
対策が必要と考える。
　請願者の願意を汲み取るには、継続して審査し、慎重に扱ったほうがいい。

請願第 14 号 地方自治体において明確にされた住民意思を尊重し国家政策に反映することを日本政府に求
める意見書提出に関する請願書（賛否同数となり委員長が裁決し継続審査）

審査内容

（不採択に賛成の意見）
　前回も述べたが、請願にある背景は沖縄の基地問題かと思う。これは、国際的な問題を絡めての問題であり、
我々が判断するには非常に難しい。また、我々が議論する範囲ではないと思う。
　請願の趣旨は、地方自治体において明示された住民意思を尊重して、国はその反映に最善を尽くして欲し
いということだと思う。沖縄は一例であり、地方の自治体としても反映して欲しいという願意については、
間違いではないと思う。
　しかし、個々の問題ではなく、その範囲も広く、具体的なもので判断する請願ではないので、不採択としたい。

（審査を継続したいという意見 ）
　議論の余地がまだある。この願意と趣旨、背景については、十分理解できる。これによって、地方自治は
何かという点が問われる。これは当然である。
　できることならもう少し議論したいので、継続審査としたい。

議案第１号 平成 22 年度 安曇野市一般会計補正予算（第 4 号）（環境経済委員会所管事項）
（全員賛成で可決）

審査内容

（ 執行機関に対する要望 ）
　観光事業は、市を宣伝する重要な事業である。「おひさま」を使って、安曇野を全国発信するＰＲをもっと
強力に推進してほしい。
　この事業が、今回限りのものでなく、今後も持続される事業であることを望む。
　「おひさま」の観光スポットの宣伝協力を、景観サポーターにも願ったらどうかと思う。
　ＮＨＫホームページの中で、出演俳優にも協力していただき安曇野を宣伝してほしい。

請願第 15 号 ＴＰＰの参加に反対する請願（賛成多数で継続審査）

審査内容

（採択に賛成の意見）
　ＴＰＰにより、関税が撤廃されると、アメリカのような農業大国にはこの協定が生かされるが、日本農業
は大きな影響を受け、特に米は一番打撃があると思う。
　田園産業都市である安曇野市は、質の良い農業生産物をつくる非常に優れた地域であると思っている。Ｔ
ＰＰに参加することによって、この地域そのものが衰退してしまうのでは、という懸念を強く持っているため、
採択に賛成する。

（審査を継続したいとする意見）
　ＴＰＰの請願の願意に沿って、考えて行くべきだと思う。
　国外では、対象品目の設定に苦慮している国もあり、時期尚早であると思う。
　参加するかどうかまで、まだ期間もあるので内容調査のため継続審査としたい。

平成22年安曇野市議会12月定例会

平成23年安曇野市議会第1回臨時会（1月）
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研修視察報告

建設水道委員会  10月13日～15日
〔神戸市人と防災未来センター、岡山県真庭市及び笠岡市〕

総務委員会  11月16日～18日
〔成田市～館山市〕

福祉教育委員会  10月19日～21日
〔邑

お う ら

楽郡明和町～三条市～長岡市〕

「
震
災
後
の
上
下
水
道

の
復
旧
と
ま
ち
の
復
興

に
つ
い
て
」

兵
庫
県
神
戸
市
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

　

震
災
後
の
ま
ち
づ
く
り
や

都
市
計
画
に
つ
い
て
の
課
題

を
セ
ン
タ
ー
所
員
に
聞
く
。

①
被
災
高
齢
者
の
自
立

復
興
住
宅
に
残
っ
て
い
る

方
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。

②
街
の
に
ぎ
わ
い

外
観
や
道
路
は
立
派
に

な
っ
た
が
、
一
歩
中
に
入

る
と
空
き
地
が
あ
る
。
長

田
区
は
20
％
以
上
の
人
が

戻
ら
ず
、
神
戸
全
体
で
も

イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
ー
の
賑

わ
い
が
戻
ら
な
い
。

③
震
災
の
風
化

も
う
現
在
の
中
学
生
以

下
は
震
災
未
体
験
者
で
あ

る
。
教
訓
を
発
信
し
て
防

災
意
識
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
興
に

お
い
て
は
、
電
気
・
電
話
は

比
較
的
早
く
復
旧
し
た
が
水

道
・
ガ
ス
が
3
カ
月
、
下
水

道
に
関
し
て
は
4
年
3
カ
月

か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

当
市
も
危
機
管
理
意
識
を

更
に
高
め
、
地
域
防
災
の
あ

り
方
を
再
考
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
。

「
町
並
み
保
存
計
画
事

業
と
事
業
に
伴
う
住
民

活
動
に
つ
い
て
」

岡
山
県
真
庭
市

　

初
め
は
古
い
街
並
み
の
修

復
に
、
地
元
の
方
は
消
極
的

だ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
勝

山
町
長
が
自
ら
説
得
に
当
た

る
な
か
、
市
民
が
「
町
並
み

保
存
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、

空
き
家
を
7
カ
月
か
け
改
修

し
、
無
料
休
憩
所
を
造
る
事

か
ら
始
ま
っ
た
。
観
光
振
興

の
た
め
に
も
見
習
う
点
が
多

く
、
官
民
一
体
と
な
り
取
り

組
ん
だ
成
功
例
だ
と
感
じ

た
。

「
都
市
計
画
区
域
区
分

廃
止
の
経
緯
と
課
題
に

つ
い
て
」

岡
山
県
笠
岡
市

　

当
市
で
は
4
月
よ
り
土
地

利
用
制
度
が
施
行
さ
れ
る

が
、
豊
科
地
域
の
み
旧
制
度

の
都
市
計
画
区
域
区
分
が
残

る
た
め
、
平
成
21
年
4
月
線

引
き
廃
止
と
な
っ
た
笠
岡
市

の
経
緯
を
伺
っ
た
。
笠
岡
市

の
周
辺
市
町
村
で
は
線
引
き

が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
と
、
新
た
に
埋
め
立
て
ら

れ
た
工
業
地
帯
が
近
所
に
で

き
、
極
端
な
過
疎
化
が
進
ん

だ
。
委
員
会
や
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
経
て
廃
止
と
な
っ

た
。

　

安
曇
野
市
と
は
環
境
や
市

制
定
の
い
き
さ
つ
も
か
な
り

違
う
こ
と
か
ら
、
参
考
に
は

な
ら
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ

た
が
、
廃
止
す
る
に
は
県
と

の
協
議
、
協
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。

成
田
市

《
視
察
目
的
》

デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行
政

無
線
の
整
備
状
況

　

成
田
市
は
人
口
約
12
万
6

千
人
、
平
成
18
年
3
月
に
成

田
市
、
下
総
町
、
大
栄
町
が

合
併
し
て
現
・
成
田
市
が
誕

生
。
旧
市
町
の
3
周
波
数
に

よ
る
情
報
発
信
を
、
23
年
度

ま
で
に
順
次
デ
ジ
タ
ル
方
式

に
更
新
し
、
市
の
災
害
対
策

本
部
か
ら
防
災
無
線
で
通

報
、
通
信
及
び
通
信
統
制
を

図
る
整
備
を
実
施
中
。

主
な
機
能
は
、

①
多
機
能
な
屋
外
拡
声
子
局

の
設
置

②
市
防
災
メ
ー
ル
等
と
連
動

し
た
地
域
住
民
へ
の
き
め

細
い
放
送

③
迅
速
に
放
送
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築

④
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
接
続

放
送
内
容
は
、

①
災
害
情
報

②
行
政
上
重
大
で
緊
急
を
要

す
る
も
の

③
市
民
生
活
に
密
着
し
た
行

政
情
報
（
徘
徊
老
人
等
の

情
報
、
市
民
運
動
会
の
中

止
、
選
挙
啓
発
、
生
徒
・

児
童
の
安
全
確
保
等
）

④
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認

め
た
も
の

　

成
田
市
で
は
、
個
別
受
信

機
（
旧
市
町
に
よ
り
差
異
が

あ
り
設
置
は
一
部
家
庭
の

み
）
は
、
今
回
の
整
備
の
対

象
外
。
安
曇
野
市
の
場
合
、

全
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
て

更
新
費
用
が
多
大
と
な
り
、

行
政
・
地
域
の
お
知
ら
せ
放

送
機
能
へ
の
要
望
も
あ
り
、

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
あ

た
っ
て
個
別
受
信
機
の
更
新

が
大
き
な
検
討
課
題
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
た
。

館
山
市

《
視
察
目
的
》

事
業
仕
分
け
（
外
部
評
価
）

　

館
山
市
で
は
、「
行
財
政

改
革
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
行
財

政
改
革
を
更
に
進
め
る
た

め
、
平
成
19
年
度
に
外
部
評

価
者
（
市
行
財
政
改
革
委
員

会
委
員
）
に
よ
る
「
事
務
事

業
見
直
し
（
外
部
評
価
）」を

実
施
（
21
事
業
）。
20
年
度

（
9
事
業
）、
21
年
度
（
7
事

業
）
は
「
構
想
日
本
」
の
「
事

業
仕
分
け
」の
一
環
と
し
て
、

評
価
者
や
進
行
を
「
構
想
日

本
」
の
仕
分
け
人
に
一
任
し

実
施
。
22
年
度
（
6
事
業
）

は
市
行
財
政
改
革
委
員
会
委

員
を
評
価
者
と
し
て
実
施
。

　

対
象
事
業
や
評
価
者
の
選

定
、
評
価
結
果
の
次
年
度
事

業
へ
の
反
映
の
ル
ー
ル
化
等

の
課
題
は
あ
る
が
、
公
開
の

場
所
で
の
外
部
評
価
の
実
施

は
意
義
あ
る
と
実
感
し
た
。

　

安
曇
野
市
で
は
現
在
「
実

施
計
画
」
事
業
に
つ
い
て
、

「
事
業
仕
分
け
」
と
ほ
ぼ
同

じ
評
価
分
類
で
毎
年
度
、
事

業
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

が
、
外
部
評
価
に
つ
い
て
は

導
入
に
向
け
検
討
中
と
し
て

い
る
。

　

視
察
地
の
選
定
は
、
食
育

関
係
か
ら
学
校
給
食
（
完
全

米
飯
実
施
地
）、
ま
た
幼
児

教
育
関
係
と
し
て
幼
保
連
携

型
及
び
子
育
て
支
援
の
先
進

的
取
り
組
み
地
を
研
修
す
る

こ
と
と
し
て
、
次
の
3
カ
所

を
視
察
し
た
。

明
和
子
ど
も
園

10
月
19
日

　
　

群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町

　

幼
稚
園
と
保
育
園
が
別
々

に
設
置
さ
れ
て
い
る
と
、
子

ど
も
の
成
長
に
必
要
な
規
模

の
集
団
が
確
保
さ
れ
に
く

い
。
子
育
て
に
不
安
や
負
担

を
感
じ
て
い
る
保
護
者
へ
の

支
援
が
不
足
し
て
い
る
。
な

ど
か
ら
幼
稚
園
と
保
育
園
の

良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
な
が

ら
、
両
方
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
総
合
施
設
と

し
て
明
和
幼
稚
園
と
保
育
園

を
統
合
し
、
特
に
3
歳
児
以

上
に
つ
い
て
、
人
間
形
成
の

基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
を
、

保
護
者
の
就
労
形
態
等
に
区

分
さ
れ
な
い
教
育
・
保
育
を

提
供
。

三
条
市
学
校
給
食

10
月
20
日

　
　

新
潟
県
三
条
市

　

米
離
れ
か
ら
食
生
活
の
乱

れ
や
多
く
の
問
題
を
生
じ
て

お
り
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
の
乱

れ
か
ら
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
て
い
る
。
食
の
乱
れ
は
心

の
乱
れ
と
な
り
、
い
じ
め
に

も
影
響
す
る
。
給
食
が
子
ど

も
達
の
食
事
に
占
め
る
割
合

は
わ
ず
か
17
％
。
だ
か
ら
こ

そ
本
当
に
良
い
も
の
を
提
供

し
た
い
。
米
中
心
の
和
食
が

日
本
人
の
体
、
心
に
最
も
合

う
食
事
で
あ
り
、
給
食
が
教

育
で
あ
る
と
い
う
市
長
の
強

い
願
い
に
よ
っ
て
完
全
米
飯

給
食
に
な
っ
た
。

子
育
て
の
駅
千せ
ん
し
ゅ
う秋　
　

「
て
く
て
く
」

10
月
21
日

新
潟
県
長
岡
市

　

み
ん
な
が
自
由
に
遊
べ
る

公
園
と
子
育
て
の
駅
が
ひ
と

つ
に
な
っ
た
全
国
初
の
施
設

で
あ
る
。
緑
い
っ
ぱ
い
の
2

万
㎡
の
公
園
の
中
に
は
、
雨

の
日
で
も
、
雪
の
日
で
も
の

び
の
び
遊
べ
る
屋
根
付
き
広

場
が
あ
る
。
保
護
者
も
安
心

し
て
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
こ

と
が
で
き
、
相
談
に
の
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
情
報
は
キ
ャ
ッ
チ
で
き

る
が
、
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
。取
り
組
み
時
の
苦
労
話
、

熱
意
を
関
係
者
か
ら
直
接
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
の
議
会
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。
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◆新年を健やかに迎えられたことお慶び申し上
げます。市議会だよりが皆様のお手元へ届くこ
ろには立春（節分）、安曇野市も合併し、はや6
年目です。光陰矢の如し、時のたつのも早いも
のです。12月定例議会には代表質問6会派と
一般質問19名の議員が市政を質しました。あ
らゆる角度から闊達な議論がされ印象的でした。

議会だよりを通じ議会が市民の皆様に身近となり、更なる情報公開に努めたいと思い
ます。市民の皆様が健康で平和な年になりますようご祈念申し上げます。	 高橋　淨
◆雪化粧した北アルプスの峰々が日の光を受け輝き、澄みわたる大空を白鳥が舞う景
観は最高である。3月から始まるＮＨＫの連続テレビ小説「おひさま」の舞台が安曇
野市になり、有明あおぞら保育園の園児11人が村の子ども役として出演されたと聞く。
「安曇野市都市計画マスタープラン」が策定された。子どもたちの心の故郷をつくるた
め、この美しい自然と環境を守り、より暮らしやすいまちづくりを市民のみなさまと
「絆」を深め考えていきたい。	 畠山倉光

議会広報特別委員会 　　　　
　　委 員 長　小林　純子
　　副委員長　内川　集雄
　　委　　員　相田登美枝　猪狩久美子
　　　　　　　荻原　勝昭　小松　芳樹
　　　　　　　高橋　　淨　畠山　倉光
　　　　　　　藤原　陽子　山地　重雄

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

発行　長野県安曇野市議会
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平成 23 年安曇野市議会
３月定例会会期日程（予定）

2月22日（火）～3月22日（火）頃を予定。
皆様の傍聴をお待ちしています。

＊気軽にご意見をお聞かせください。

広
報
特
別
委
員
長
か
ら
大
変

難
し
い
命
題
を
頂

き
、
議
会
の
傍
聴
も
し
な
い
私
は
と
て
も

論
評
す
る
資
格
な
し
と
頭
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。
時
あ
た
か
も
名
古
屋
、
阿
久
根
市

の
議
会
リ
コ
ー
ル
騒
ぎ
と
重
な
り
、
小
諸

市
の
常
設
型
住
民
投
票
制
度
と
言
う
耳
慣

れ
な
い
条
例
が
可
決
し
た
と
も
報
じ
ら

れ
、
無
関
心
で
は
お
れ
な
い
と
感
じ
た
こ

と
で
し
た
。

な
に
か
と
政
局
絡
み
、
揚
げ

足
取
り
が
目
立
つ

国
会
の
議
論
に
国
民
は
う
ん
ざ
り
し
て
い

ま
す
。
こ
の
様
な
こ
と
も
住
民
の
厳
し
い

目
を
地
方
議
会
に
向
け
さ
せ
、
あ
ち
こ
ち

で
議
員
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
出
し
て
来

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

広
報
で
知
る
限
り
、
市
議
会
は
二
元
代

表
制
の
議
会
の
役
割
を
認
識
さ
れ
、
市
政

の
追
認
に
留
ま
ら
ず
、
建
設
的
な
提
言
が

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
市
の
発
展
の
た

め
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
住
民
に
も
賛

否
両
論
が
あ
り
、
時
に
は
感
情
的
に
な
る

傾
向
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
選
良
で
あ
る
議

員
さ
ん
に
は
、
真
摯
に
質
の
高
い
議
論
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
安
曇
野
市
議
会
こ
こ

に
在
り
と
天
下
に
示
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望

し
て
い
ま
す
。

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
高
く
評
価
し
て

い
ま
す
。
議
会
と
市
民
を
近
づ
け
て
行
こ

う
と
見
て
取
れ
、
装
丁
や
、
配
色
も
読
み

易
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
て
編
集
時
の
ご
苦

心
を
感
じ
好
感
が
持
て
ま
す
。

情
報
公
開
こ
そ
議
会
と
住
民

と
の
距
離
を
縮

め
、
信
頼
感
を
醸
成
さ
せ
る
キ
ー
ワ
ー
ド

だ
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
紙
面
で
し
ょ

う
が
許
す
範
囲
で
、
更
に
他
の
主
要
な
論

題
も
工
夫
し
て
お
伝
え
頂
き
た
い
。
楽
し

み
に
待
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
地
区
で
は
昔
か
ら
の
道
普

請
、
用
水
堀
の
伝
統
が
あ
り
、
春
に
な
る

と
皆
で
協
働
し
ま
す
。
市
か
ら
の
資
材
支

給
に
よ
る
生
活
道
路
の
小
補
修
も
続
い
て

い
ま
す
。
出
来
る
範
囲
で
、
自
分
た
ち
の

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
し
よ
う
と
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
税
金
を
払
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
市
が
や
る
の
が
当
た
り
前
だ
と

の
声
に
は
、
少
し
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ん
は
、
今
何
が
必

要
か
、
将
来
に
向
け
て

ど
う
す
る
の
か
、
先
人
の
残
し
た
安
曇
野

の
良
き
伝
統
を
守
り
育
て
、
発
展
さ
せ
て

い
く
の
か
、
出
来
る
限
り
地
域
に
足
を
運

ん
で
下
さ
い
。
そ
し
て
異
な
る
意
見
を
高

い
見
識
と
対
話
で
整
合
さ
せ
、
市
政
に
反

映
し
て
頂
き
た
い
。


